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2019 年度 自己点検・評価報告書 

１．教育課程 

１）教育課程の運営

担 当： 教務委員会  

本年度の活動目標 

《活動目標》 

看護栄養学部の教育を円滑に遂行するため関係部署間の調整をはかる。 

〈2019年度の重点〉 

各種の規程などを見直し整備する。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準４ ②⑤⑥⑦ 

活動内容の評価 

１．各学科・科における自己点検評価の一環として、授業内容を定期的に見直すこと

とした（２年目）。 

来年度から始まる新しい教育課程の中で様々な科目について、各学科・科にお

いて、授業内容・実施方法・単位数等、様々な観点から検討した。（基準４ ⑦） 

 その検討を踏まえ、カリキュラム検討委員会の議論により、新しい３ポリシー

を策定した。なお、カリキュラム検討委員会は年度末で解散した。（基準４ ②） 

２．2019年度当初から、GPA制度を導入することとした。 

 今年度は、履修登録単位数の上限設定についてのみ GPAを活用した。問題点な

どは報告されていない。次年度に向け、卒業・進級判定に GPAを活用するため

に、新年度に向けて履修規定・履修要項を整備した。 

（基準４ ④⑤⑥） 

３．カリキュラム検討委員会での議論を受け、新しい教育課程の下で、科目ナンバリ

ングを導入し、シラバスには具体的な準備学修の量と内容を記載することとし、

また、科目とＤＰとの対応をカリキュラム・マップとして示した。 

（基準４ ④） 

４．今年度から臨時試験の扱いを変更したことに伴い、新しい授業概要・履修要項に

基づき試験等を実施した。この件について大きなトラブルはない。全体として円

滑に実施できた。 

（対応する基準番号なし） 

次年度への課題 

１．年度末にかけて、非常勤教員等の就業規則が改正されようとしている。非常勤講

師の委嘱手続きは従来から複雑で取り扱いに苦労する部分があった。これが、今

回の改正により、単純で取り扱い易いものとなるよう期待する。 

 また、新しい就業規則の下、非常勤講師の委嘱手続きを遺漏なく進めることが

課題である。 

２．新しい教育課程と新しく導入された GPA制度による卒業・進級判定が学科・科に

より運用される。大学の教務が円滑に進むよう全体の調整をはかるのが、本委員会の

課題である。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

１．教育課程 

２）教育課程の運営 

担 当： カリキュラム検討委員会    

本年度の活動目標 

《活動目標》 

前年度、デイプロマポリシーについて、カリキュラム・ルーブリックとして取りまと

めた。引き続き、カリキュラム・ポリシー及びカリキュラム・マップ、カリキュラ

ム・ツリーを作成する。 

〈2019年度の重点〉 

教務委員会と連携し、カリキュラム・ポリシー及びカリキュラム・マップ、カリキュ

ラム・ツリーを作成する。さらに、アドミッション・ポリシー及びアセスメント・ポ

リシーの検討を行い、年度内の作成を目指す。 

（大学基準協会の点検・評価項目） 

3、カリキュラムマネジメント体制 

⑧全授業科目に係る体系性・有機的連携を確保するために履修系統図の作成またはナ

ンバリングの実施。 

⑩シラバスの作成要領等により、シラバスに明記することを全教員に求め、その内容

がシラバスに明記されている。 

活動内容の評価 

１．新教育課程の中で様々な科目について、各学科・科において、授業内容・実施方

法・単位数等、様々な観点から教務委員会で検討された。 

 その検討を踏まえ、カリキュラム検討委員会の議論により、新しい３ポリシー

を策定した。 

２．新教育課程の下で、科目ナンバリングを導入し、シラバスには具体的な準備学修

の量と内容を記載することとし、また、科目とＤＰとの対応をカリキュラム・マ

ップとして示した。 

（大学基準協会 ⑧⑩） 

３．アセスメント・ポリシーについて、教育の内部質保証の概要に則して検討した。 

学生の学修成果を評価、成績・ＤＰの到達度による学生の傾向を分析すること

で、指導の在り方に反映させる。教育活動および教育成果を評価し、カリキュラ

ムの有効性と改善点を分析することで、カリキュラムおよび教育内容の改善と向

上を図る。大学学部の運営および成果を評価し、継続的な改善と向上を図る。 

今後は、自己点検評価委員会と連携して進める方向性が示された。 

次年度への課題 

カリキュラム検討委員会は 2019年度をもって解散した。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

１．教育課程 

 ３）看護学科 

担 当： 看護学科  

本年度の活動目標 

１．建学の精神に基づくカリキュラム実施 

１）建学の精神に基づき将来を見据え、時代に応じた本学の特徴ある教育課程を申

請する。 

２）理念教育を浸透するために行事、修養会等の意義の浸透、関連科目の工夫をす

る。 

３）学生の学修成果の測定と可視化による教育の質保証の PDCAサイクル構築を検討

する｡  

２．主体性を育てる学生支援の充実：低学年から主体的学修習慣の獲得に向けた学習

と生活の支援 

３．教員の教育能力・研究能力の強化と研究推進の体制づくり：教育能力の向上、研

究推進体制 

４．教育指導体制の充実：PDCAによる推進、協働・連携、学部大学院教員体制、教育

研究環境整備 

１）教員の過重労働、高ストレス状態を改善し、教育と研究に取り組める環境を整

備する。 

２）学部・大学院の教員体制の構築と質保証体制の構築に向けた計画を立案する。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準４:教育課程・学修成果①～⑦   

基準６:教員・教員組織①～⑤ 

基準７:学生支援①～③ 

活動内容の評価 

１．建学の精神に基づくカリキュラム実施（基準４ ①～⑦） 

１）建学の精神に基づき時代に応じた本学の特徴ある教育課程の申請：５月に申請

８月に承認を得た｡カリキュラムマップを作成し、アドミッションポリシーとの関

連、看護学教育モデルコアカリキュラム等を視野に入れ科目内容を検討した。栄

養学科と合同の新科目は担当チームで準備している。 

２）理念教育による豊かな人間性を育む教育の充実：修養会はマニュアルに則り、

各学年の特徴を踏まえたテーマを設定し、シスターや教員の講話、グループワー

クをとおして学びを得ていた。 

２年３年は「人間形成とキャリアデザイン」の科目の一部としているが、４年

は、講義の位置づけはないため出席率が低い（37/91、40.7％）。本学の教育の集

大成としての意識づけが必要である。 

３）学習成果の測定と可視化による教育の質保証の PDCAサイクル構築 

学年別のレベル目標、看護学教育モデルコアカリ等を意識した科目展開、アク

ティブラーニング等の導入により、学生が主体性をもち予習復習時間が増え学修

習慣が獲得できる内容であったか、学生が自らの学力を客観的に評価し、可視化

することにより主体的に学修に臨むことができる内容であったか、各科目で評価

し、年度末に報告書を作成し、次年度の改善に役立てた。 

２．主体性を育てる学生支援の充実（基準７①～③）  

１）低学年から学修習慣を身につけ、自己に向き合い学修に取り組めるよう学生支

援を強化する。 

2019年度卒業生は 91名。就職 80名、進学 10名（助産師６名、保健師４名）、

未定１名である。 

在籍数に対する休学､退学、留年の３月末の状況は、１年 97名（休学１）、２年
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2019 年度 自己点検・評価報告書 
102名（休学２）、３年 92名（休学２、退学１）、４年 95名（休学３）である。

昨年よりも退学が少なかった。休学を継続している状況はあるが一定期間後に復

学する学生もいた。休学･退学者の背景には成績不振・進路再考がある。成績不振

者には学習支援と合わせ、進路の迷いに対しては、自身に向き合う機会を持たせ

るように、支援教員等が意識的にかかわりを持って支援している。 

２）看護師国家試験に向け、学習支援プロジェクト、学生支援教員が中心となり支

援を行った。 

４年の支援教員は、模擬試験の結果を受けて面談し必要に応じ個別支援を行っ

た。外部セミナーを受ける学生もいた。模試の状況等から取り組みが遅く、自主

的計画的に学修を進められていない状況が伺われ、低学年から学生を刺激し支援

する必要がある。国家試験合格率  98.9％、90／91  

３）学習や生活上の支援が必要な学生への対応を強化するために、教員間で連携し

学生を支援する。 

１年次より人間形成とキャリアデザインの科目で、自分の将来に向けてプロジ

ェクトする学習を行っている。カリキュラムアンケートでは、予復習に積極的に

取り組んだ学生は、１～２年約８割、３年 48.5％、４年 62.8％であったが、科目

毎の授業評価では平均２時間未満の回答が多い。時間割の過密を避け予復習の時

間を確保することが重要である。また３～４年は、自己学習意欲を高める授業の

工夫や主体的学修を促す課題の提示等､学修習慣獲得に向けた取り組みは全体の課

題である｡ 

３．教員の教育能力・研究能力の強化と研究推進の体制づくり（基準６①～⑤） 

１）教育能力の向上 

FD委員会による授業参観の活用、アクティブラーニングの取り組み等、授業改

善を行っている。 

臨地実習指導者研修会は「今、改めて臨地実習指導とは：変わらずに伝え続け

たいこと」のテーマで、菅原教授より話題提供があり、その後、グループワーク

を実施した。話題提供の参加者は 66名、グループワーク参加者は 60名（施設

37、実習指導教員２、教員 21）であった。看護基礎教育における実習指導を確認

し、実習において看護をどう伝えるか等、今後の指導に活かせる学びが得られ

た。 

実習や講義等で指導困難な学生の状況が教員から報告され、また学生や保護者

より教員の指導についての意見が聞こえてくる。個々の学生の特徴に配慮しなが

らも、自ら考え判断ができる学生を育てるための教育について考える機会をも

ち、事例をとおして検討することを行っていきたい。 

２）研究の推進体制の強化、教員の研究能力の向上、 

学科自己点検委員によるアンケート調査結果（19/31、回収率 61％）。論文８件

（英文１含む）、学会発表 25件（英語３含む）。2019年度科学研究費助成事業の

申請は 11件で、新規採択４件、継続５件。その他外部資金の助成を受けたのは２

件、特別研究費は７件であった。昨年より科研費の採択、特別研究費の獲得が増

加した。さらなる応募と研究を遂行できる時間の確保が課題である。 

教育研究費の見直し案が検討され次年度は暫定的な経過となったが、継続して

議論が必要である研究を活性化できるような研究費の見直し、特別研究費、外部

資金の獲得策等を検討する。 

博士課程は３名が在籍（２名修了､継続１名）。進学の人数枠を撤廃した。次年

度、数名が希望。 

専門性を高めるために各々学会、研修会に出席し、また、学科会議後に伝達講
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2019 年度 自己点検・評価報告書 
習を６回実施した。研究時間が確保できるよう会議時間の短縮に努めた。稟議書

の作成は事務に依頼可能となった。 

４．教育指導体制の充実（基準６①～⑤） 

１）裁量労働制による時間の調整や有休や代休の取得が可能になっている面と、有

給や代休がとれない状況、高ストレス状況(看護 28.6％、全学 15.5％、看護は仕

事のストレス 112高い）がある。育児や介護を担う教員も含め働きやすい環境整

備のために業務改善や協力体制が必要である。 

２）2019年度教員体制は､33名中 32名で始動したが、９月に助教の退職があり､ま

た５月から教授の休職、その後退職があった。助教１名は補充できたが、教授１

名は募集をしたが欠員のままである。４月より募集していた１名は次年度採用と

なった。看護学科の定数 33名、教員構成は、教授８→７名、准教授６名、講師８

名、助教 10名、欠員２名で、欠員の充足はできなかった。 

職位や年齢構成等、将来を見据え博士後期課程も視野に入れた、計画的な教員

配置が必要である。 

３）教員間の協働・連携の充実：目的・目標に向かって協働できる関係の構築学部

組織と領域責任者会議、学科会議、学科係等の連携を強化し、PDCAサイクルによ

る改善に向けた意思決定の効率化を図る。教員、実習指導教員、臨床指導者との

連携による効果的な実習支援。 

 

次年度への課題 

１．2020年新カリキュラム３Pに基づく体系的な教育課程の内容を精選し、科目間の

連携を図る。 

２．カリキュラムルーブリックの評価指標を明確にし、学修成果を可視化する方法を

明確にする。 

３．2022年施行の指定規則改正を受けた教育課程申請に向けて、カリキュラムの検討

を行う。 

４．理念教育を浸透させるために行事や修養会などの正課外活動の重要性を広めて参

加を促す 

５．低学年からの主体的学修習慣の獲得に向け、講義展開の工夫および学習と生活の

支援を行う。 

６．教育の質保証のために教員の教育・研究能力の強化にむけて、教育研究推進体制

を整備する。 

７．教員の勤務実態を把握、分析し、業務の見直し、効果的な学科運営の改善策を検

討する。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

１．教育課程 

 ４）栄養学科 

担 当：栄養学科   

本年度の活動目標 

１．正課教育、正課外教育（修養会等行事を通したカトリック大学としての理念教育）

の充実 

２．就職支援対策の充実 

３．研究活動及び地域連携の推進 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準１－① 基準７－② 基準８－④ 

 

活動内容の評価 

１．①学部カリキュラム検討委員会での検討事項である３つのポリシーを作成した。

2018年度の大学基準協会から改善課題がだされた学習成果の測定を行い学科で評価を

３月に実施する。今後も継続して評価を行い学習成果の向上を図る。 

②臨地実習については実習担当教員による実習指導を行い、巡回は学科全体が協力して

進めることができた。実習施設との連絡連携については特に問題はなかったが、実習

先の確保は養成大学の増加に伴い益々困難な状況であり、対策が必要である。 

③国家試験の支援については国試ワーキングが中心で模擬試験実施、支援教員による学

生指導、学科教員による試験対策講義を実施した。模擬試験結果で、得点が伸びない

学生については、支援教員の指導を通してこれまで同様に今後も支援を継続してい

く。 

２．就職支援対策では、学科の就職委員及び学生支援教員を中心として、個人面接を行

い、学生の希望に沿った就職支援を実施した。学生の就職希望先が多様化しており、

就職相談室職員との連携をさらに深めながら、就職につながるようにサポートした結

果 80.2％の内定率である（2/25現在）。この内栄養教諭合格者８名であったが、札幌

市学校栄養職員の合格者がなかったことについては分析、対策が必要である。 

３．①研究活動の推進の一環として 2017年度から学会発表前に学科で発表する機会を

設けたが、2019年度は希望がなかった。学科教員の 2019年度の論文は英文６件、和

文０件、学会発表は国際学会５件、国内学会 19件であった。今後も研究活動の推進

を図っていきたい。 

②地域住民への貢献として天使健康栄養クリニック、東区との連携による事業等の他、

新聞等への取材協力を行った。 

 

次年度への課題 

１．臨地実習先の確保のために施設との連携をさらに強化する。 

２．成績下位者への支援を行うと共に、学生相談室との連携が必要な学生の場合は、

カウンセリングの専門職からの支援を受ける。 

３．管理栄養士国家試験について効果的な対策を検討し、合格率 100％を目指す。 

４．個々の学生に適した就職支援を行い、栄養教諭の受験指導や札幌市栄養職員、食

品衛生監視員等の公務員についても支援を行う。 

５．教員の研究活動の推進、学会発表の学科内事前発表会の充実を図る。また内部質

保証に関連する学習成果の評価を継続して実施する。 

６．天使健康栄養クリニックをはじめ、社会･地域貢献の一環として地域連携を積極的

に推進する。 

７．天使大学栄養学科への受験者増の対策について学科での検討を進める 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

１．教育課程 

 ４）栄養学科－教職課程 

担 当： 教職課程委員会            

本年度の活動目標 

１． 栄養教諭養成のための教育を実施する。 

２． 科目等履修生の栄養教諭免許状取得を支援する。 

３． 栄養教諭免許状更新講習を実施する。 

４．教職課程の自己点検・評価等を検討する。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準３ 教育研究組織－②、 基準４ 教育課程・学習成果－②～⑦ 

基準５ 学生の受け入れ－①、 基準６ 教員・教員組織－②、④ 

基準７ 学生支援－①～③、 基準９ 社会連携・社会貢献－② 

活動内容の評価 

１．栄養教諭養成のための教育を実施  ＜基準４－②～⑦＞ ＜基準７－①～③＞ 

１）現場の栄養教諭による授業（講演）の実施(４年次生対象) 

  ＊４年次生対象に３回の特別講師による授業を実施し教員としての自覚を高めた。 

  ２）外部との連携による教育の充実  ＜別紙１参照＞ 

   ①北海道大学での農場体験 

    ・農作物の収穫、田植え、稲刈り、官能評価など(１年次生対象) 

＊教職概論の授業で 22名、希望参加による実習 5回で延べ 63名が参加し、農業を

取り巻く課題や食材の生産・味覚・調理等への理解を高めた。 

②小学校での夏休みインターンシップ体験 

・連携学校:札幌市立の美香保・新琴似・北光小学校(２年次生対象・正課外) 

＊８月末から９月初旬に 28 名が３校に分かれ５日間の体験を行い、学校や児童 

の状況を学ぶとともに教職課程で学ぶ意欲を高めた。 

  ③学外での栄養教育体験・ボランティア活動 

   ・教職総合演習、教職実践演習(３・４年次生対象)等 

＊新米フェア（サッポロさとらんど、10月 19日・20日）において、教職総合演習

の３年次生 23名、教職実践演習の４年次生 16名がそれぞれ栄養教育を行い、企

画・運営・実施の体験を通して課題を発見するとともに自信を深めた。 

・小学校授業参観（１年次「教職概論」、札幌市立北光小学校１校で実施） 

・中学校授業参観（３年次「教職総合演習」、札幌市立北辰中学校１校で実施） 

・石狩市学校給食センター参観（３年次「教職総合演習」） 

＊以上については、事後のレポート、アンケート、感想から、学生にとって感動

的・有意義な体験であり、その学習効果が高かったことが確認できた。 

 ３）履修カルテ活用の充実 

  ・履修カルテ活用の点検・充実 

  ＊７月に１年次生に履修カルテの記入・活用のガイダンスを実施、1月に全学生

の記入状況を点検した。また、12月に３年次生対象に履修カルテを活用した面

接を行い、４年次生の教職実践演習では履修カルテを活用した授業を行った。 

４）教員採用試験対策ゼミの実施   ＜別紙１参照＞ 

  ・春期ゼミ（２月、３年次生対象、４日間、11名参加（2018年度）） 

  ・１次直前ゼミ（６月、４年次生対象、３日間、11名参加） 

・２次直前ゼミ（７～８月、４年次生対象、５日間、９名参加） 

＊令和２年度北海道・札幌市教員採用試験の受験支援を、外部講師を含めて予定通

り実施した。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 
＊１次合格者９名中８名が採用登録、過年度卒も２名が登録。本学現役受験者の合

格率は 67％、合格者全体の現役学生の占有率は 42％（過年度を含めると 53％）

と好成績であった（前年度は現役５名が登録、合格率 56％、占有率 23％）。 

２. 科目等履修生の栄養教諭免許状取得を支援  ＜基準５－①＞  

  ・教職課程科目の履修を希望する科目等履修生の受入れと支援 

  ＊教職課程履修規程を見直し改定するとともに、本学の卒業生である３名を受け入

れ、実習先を確保するとともに、３科目（計５単位）を認定した。 

３．栄養教諭免許状更新講習を実施   ＜基準９－②＞  

  ・栄養教諭を対象とした講習を実施 

  ・小、中、高等学校教員を対象とした講習を実施 

＊文部科学省からの要請を受けて、2018年度と同様に３科目を３日間で計画し円

滑に運営した。計画作成を早め、周知開始時期および申込方法を見直したこと

により、受講者総数は 74名と昨年度の 15名から大幅に増加した。 

＊多くの受講者からは、講習内容が概ね良好との評価が寄せられた。 

 

講習名 講習日 参加者数 

学校で役立つ食物アレルギーの知識とアレルギ

ー対応 
８月５日 51名 

「みること」をいかして引き出すアクティブ・ラ

ーニング 
８月６日 14名 

北海道の食文化について ８月７日 ７名 

 

４．教職課程の自己点検・評価等を検討  ＜基準３－②＞  ＜基準６－②、④＞ 

 １）教職課程委員会規程の改正による教職課程の自己点検・評価等の明確化 

  ＊2019年 11月の教職課程委員会で規程の改正案等を作成・決定。11月の教務委

員会に報告、12月 10日の教授会で審議・決定し、2020年１月１日より施行さ

れた。 

 ２）ＦＤ研修会の実施 

・実施日時：2020年１月 24日 14：50～16：20 

・出 席 者：22名（教職課程に関わる専任教員・非常勤講師・職員８名、学生

10名、その他の本学教員４名） 

・講 師：北海道教育庁教職員局教職員課主幹 工藤雅人 氏 

・演 題：「北海道における栄養教諭の教員育成指標と教員育成機関への期待」 

＊栄養教諭の教員育成指標の解説とともに、北海道が期待する教員像の説明もあ

り、教員のみならず学生にとっても大変有益な研修会となった。 

 ３）自己点検・評価の実施と評価結果の公開  ＜別紙２参照＞ 

  ・１月中旬～下旬に教職課程の２～４年次学生と教職員を対象とした自己点検・

評価を実施した（回答数：２年次 17名、３年次 15名、４年次 14名、教職員８

名）。学生による評価では、学年進行とともに自己評価が高くなることが分かっ

た。教職員による評価では、第三者評価の実施が課題であることが分かった。 

  ・評価結果を委員会で分析し学長に報告するとともに、４月中に本学ホームペー

ジで公開を予定している。 

  ＊自己点検・評価を初めて実施できた。データを蓄積し改善・充実に努めたい。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

次年度への課題 

１．栄養教諭養成のための教育を円滑に実施する。 

・４年次生の人数増加に対応した授業内容等の改善を行う。 

  ・教職課程委員会業務の円滑な実施と分担の均一化を図る。 

２．科目等履修生の栄養教諭免許状取得を支援する。 

  ・科目等履修生への指導・支援を強化する。 

３．栄養教諭免許状更新講習を円滑に実施する。 

  ・栄養教諭が３日間参加できるように講習内容の改善を行う。 

４．教職課程の自己点検・評価、ＦＤ研修会等を確実に実施する。 

・自己点検・評価の結果を教職課程の質保証・向上に役立てる。 

・教職課程の第３者評価について調査・検討する。 
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＜別紙１＞

２０１９年度　教職課程委員会の行事等一覧　（2019.4.1現在）

<2019.3.18調整済み>

区分名 期日 時間 行事名 対象者など 担当者１ 担当者２ 備考

５月25日（土） 9:30～11:30 田植え 1年次生 新井 松下 土曜開講日

７月11日（木） 13:10～14:10 収穫体験１ 1年次生 新井 教職概論受講者

８月28日（水） 9:30～11:30 収穫体験２ 1年次生 新井

〃 11:40～14:00 調理実習 1年次生
松下・
高桑

山部 学内の実習室

９月４日（水） 15:10～17:10 搾乳体験 1年次生 新井 松下

９月21日（土） 9:30～11:30 稲刈り 1年次生 松下 新井

１１月初～中旬 12:15～13:00
お米の味くら

べ
1年次生 山部

松下・
高桑

11月９日（土） 10:30～13:30
北大生のお米
料理教室

北大１～４
年次生

山部
松下・
高桑

学内の実習室、4年次生補助
北大への連絡：新井
土曜開講日

インター
ンシップ

８月26日（月）
～９月６日（金）
のうちの１週間

８:30～15:30
学校インター
ンシップ

２年次生 新井 高山

・４月下旬学校訪問
・５月初旬：２次調査
・５月中旬：学校決定
・６月初旬：依頼文書発送
・実習中：学校訪問

８月５日（月） 9:00～17:00 免許更新講習 教諭全般 武蔵・志賀

８月６日（火） 9:00～17:00 免許更新講習 小中高教諭 鹿内

８月７日（水） 9:00～17:00 免許更新講習 栄養教諭 山部

４月19日（金） 17:00～18:00
教員採用1次
ガイダンス

４年次生 高山 新井
・願書配布・説明
・東京アカデミーの講話など
・依頼：学務課西村

５月21日（火） 13:30～15:30 1次直前ゼミ ４年次生 新井

５月22日（水） 10:00～12:00 1次直前ゼミ ４年次生 新井

５月23日（木） 10:00～12:00 1次直前ゼミ ４年次生 新井 松下

６月24日（月） 16:30～17:30
自己採点・教
員採用2次ガ
イダンス

４年次生 新井 松下
・自己採点シート手配・送
付：学務課西村

７月24日（水） 10:00～16:00 ２次直前ゼミ ４年次生
計画の確定は、７月23日の１次
合格者発表後

７月25日（木） 9:00～17:00 ２次直前ゼミ ４年次生

７月29日（月） 9:00～17:00 ２次直前ゼミ ４年次生

７月30日（火） 9:00～17:00 ２次直前ゼミ ４年次生

７月31日（水） 9:00～17:00 ２次直前ゼミ ４年次生

１２月中旬 未定
教員採用試験
ガイダンス

３年次生 新井
・東京アカデミーの講話など
・依頼：学務課西村

２月初旬～２月
中旬の４日間

10:00～12:00 春期ゼミ ３年次生 新井 松下

※１：　北大関係は、北大に打診して確定済みである。
※２：　教職実践演習・教職総合演習の行事は省略しているが、新米フェアは、10月19日(土)・20日（日）の予定である。
※３：　教員採用対策は、2018年度に準じた日程である。

北大関係

免許更新
講習

教員採用
対策

受付等：
委員

事務業務：高山

教職課程委員全体
＋教養教育科教員
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No. 大項目 評価の根拠資料 評　価　項　目
評価平均値

（n=8）

1
教職課程の目標は、大学の建学の精神・理念・目標・デイプロマポリシーを踏ま
えて設定されているか。 4.63

2
教職課程の目標は、文部科学省（中央教育審議会答申）などで示された教員像
を踏まえて設定されているか。 5.00

3
本学の教職課程の組織（以下、教職課程委員会）は、規程に基づき適切に運
営・実施されているか。 4.50

4
教職課程委員会の委員は規程通り選任され、委員会としての業務・機能を円滑
に推進しているか。 4.50

5
教職課程委員会の業務内容・課題などは毎年、確認され、見直し・改善が行わ
れているか。 4.25

6
教職課程の各科目は、該当する教職課程コアカリキュラムに基づいたシラバ
ス・内容となっているか。 4.75

7
各授業の実施に当たっては、教員としての基礎的な知識・技能の理解が身に付
くような授業内容となっているか。 4.25

8
各授業の実施に当たっては、アクティブ･ラーニングを実施するなど、主体的・対
話的で深い学びの方法を学生に体験させるとともに、教員としての実践的指導
力が身に付くよう工夫されているか。

4.38

9
各授業の実施に当たっては、最新の教育事情が分かる教科書や資料を活用す
るとともに、科目の目標が確実に達成できるよう内容の見直し・改善など、ＰＤＣ
Ａサイクルを意識した実践となっているか。

4.13

10
○教職課程コアカリキュラム(文部科学省)
○各年度の栄養教育実習報告書

教育実習は、実施献立や模擬授業など事前の指導が適切に行われるととも
に、事後は報告書の作成や報告会を行うなど今後の課題を理解させる内容と
なっているか。

4.13

11
○教職実践演習の実施に当たっての留意

事項（課程認定委員会2008.12)

教職実践演習は、教職に関する科目の担当者と教科（専門）に関する科目の担
当者が協力して行うとともに、４年間の学びの集大成となる科目内容で実施さ
れているか。

4.00

12 ○教職課程履修の手引：各年度
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム･ポリシー）は作成・公表され、教育課
程は、それに基づき円滑に実施されるとともに、必要に応じて見直し・改善が行
われているか。

4.25

13
○各科目のシラバスの評価方法
○履修要項：各年度
○履修判定資料（学務課）

成績評価、単位認定及び栄養教育実習履修判定が適切に実施されているか。 4.13

14

○教職課程履修者の年度毎の人数
○教員免許状取得者の年度毎の人数
○教員採用試験合格者の人数と教員免許

状取得者に対する割合

教職課程履修者の人数や教員採用試験合格者の人数などが、教職課程委員
会として把握・分析され、学生の指導に活用されているか。 4.13

15

○入学時の履修指導（学務課）と履修相談
（教職課程委員会）

○入学時の栄養教諭教職ガイダンス
（教職課程委員会）

○４年次の教員免許状申請ガイダンス（学務課）

教職課程履修者への事前ガイダンスやオリエンテーション、教員免許状申請に
係るガイダンスは適切に実施されているか。 4.13

16
○７月の教職概論における履修カルテの意義・

作成・記入等の説明・指導
○各年度末の履修カルテ提出指導と点検

教職課程履修者への履修カルテの意義・作成・記入等の説明は適切に実施さ
れているか。また、作成・記入の状況を確認・把握しているか。 3.75

17
○３年次の履修確認・面接指導

（教職課程委員会）
○教員が適宜行う学生相談

学生に対する面接指導や相談などは適切に実施されているか。 4.00

18

○教員による教員採用試験対策のゼミの
実施（３・４年次、計３回、延べ１２日間）

○外部講師による教員採用試験対策のガ
イダンスの実施（３・４年次、計２回）

教員採用試験対策の指導は適切に実施されているか。 3.63

19
説明責任と
情報の公表

○教育職員免許法施行規則（第26条の６）
○天使大学のホームページ：教職課程等
○教職課程履修の手引：各年度

教育職員免許法施行規則（第26条の６）で示された教職課程に係る情報の公
表は、適切に行なわれ、説明責任が十分果たされているか。 4.13

20
○各年度の教育実習説明会資料（札幌市

教育委員会・札幌市小学校長会）

教育実習は、教育委員会や校長会との連携・協働の下に実施するとともに、実
施後の反省アンケートで指摘される課題について、次年度の実習で改善できる
よう適切な対応が行われているか。

4.00

21

○北大農場実習・北大生料理教室の実施
○学校インターンシップ（近隣小学校）の実施
○新米フェア（サッポロさとらんど）への参加
○学生による自主的なボランティア活動参加

北大農場実習・学校インターンシップへの参加や新米フェアでの栄養指導、自
主的なボランティア活動参加など、学生が地域社会と連携・協力しながら教員と
しての資質を高める仕組みが整えられているか。

4.00

22 ○教職課程履修規程
社会人を対象とした一部科目等履修生を受け入れる体制が整備され、当該履
修生に対する指導・援助は適切に行われているか。 4.25

23

○免許状更新講習の認定申請等要領
（文部科学省）

○2019年度天使大学教員免許状更新講習
受講要領

栄養教諭などの受講が期待できる教員免許状更新講習は、本学の特色を十分
生かした内容であるとともに、円滑な実施・運営がされているか。 3.88

24 ○教職課程委員会規程
教員相互の情報交換、教職課程委員会主催のＦＤ研修会への参加、外部の研
修会・研究会への参加など、教職課程担当教員としての資質向上を図る取組
が行われているか。

4.25

25
○教育の内部質保証に関するガイドライン
(2017.3　大学改革支援・学位授与機構)

教職課程の担当教員は、専門性や資質能力を開発・向上させ、教育研究の充
実を図るために、研究活動、学会活動に主体的・積極的に取り組んでいるか。 3.88

26
○教職課程委員会規程
○ＦＤ研修会など研修の実施要領
○自己点検・評価の結果分析

教職課程の自己点検・評価が実施されるとともに、ＰＤＣＡサイクルを実現する
ための具体的な対応が行われているか。 4.25

27
○教職課程委員会規程
○自己点検・評価の結果分析

内部質保証の充実を図るため、内部質保証に係る取組が規程に明記されると
ともに、外部の第三者による教職課程の評価が行われているか。 3.38

4.17

学生への指
導・支援

地域社会
との連携
・協力

担当教員の
資質向上

教職課程の
自己点検・
評価と内部
質保証

全　体　の　平　均　値

天使大学教職課程　自己点検・評価票（教職員用）集計結果

※ 評価規準・・・　５：十分達成、　４：ほぼ達成、　３：どちらとも言えない、　２：少し不十分　　１：大変不十分

教育課程の
編成・実施と
学修成果

○各科目のシラバス
○教職課程コアカリキュラム(文部科学省)
○教職課程科目におけるシラバス作成上の

留意点について
（教職課程委員会2019.12）

○中央教育審議会答申（2015.12）
○小・中学校学習指導要領（2017.3）
○学生による授業評価アンケート（FD委員会）

理念・目標

○天使大学の建学の精神・理念・目標・ディプ
ロマポリシー

○天使大学のホームページ：教職課程等
○教職課程履修の手引：各年度
○中央教育審議会答申（2015.12）等で示さ
　れた教員に必要な資質能力

教職課程の
組織・運営

○教職課程委員会規程
○教職課程委員会の行事等一覧
　（教職課程委員会）
○各年度の自己点検・評価報告書
　（教職課程委員会）
○各年度の教職課程委員会議事録

<別紙２>
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No. 大項目 評　価　項　目

２年
n=17

３年
n=15

４年
n=14

全体
n=46

1

教職課程の目標は、本学のディプロマポリシーや文部科学省（中央教育審議会）
が示した教員像を基に作成し、教職課程履修の手引やホームページにも記載さ
れています。あなたは、この目標を意識して教職課程の授業・実習等に取り組ん
でいましたか。

3.29 3.53 3.79 3.54

2
【目標1】「人間愛、思考力・判断力、社会変化への対応力などの基礎となる幅広
い教養を身に付けることができる。」は達成できましたか。 3.65 3.80 4.07 3.84

3
【目標２】「使命感、責任感、教育的愛情など教員としての基本的資質と高い倫理
観を身に付けることができる。｣は達成できましたか。 3.94 4.20 4.36 4.17

4
【目標３】「子ども理解や指導法など学校教育の理論・実践の基礎となる知識・技
能を身に付けることができる。」は達成できましたか。 3.82 3.93 4.21 3.99

5
【目標４】「食の指導についての高度な専門性と高い実践的指導力を身に付ける
ことができる。」は達成できましたか。 3.41 3.93 4.14 3.83

6
【目標５】「栄養管理・衛生管理を徹底し、安全でおいしい給食を提供する能力を
身に付けることができる。」は達成できましたか。 3.59 3.93 4.14 3.89

7
【目標６】「高いコミュニケーション能力を身に付け、同僚や地域・家庭・関係機関と
組織的に連携・協働して課題解決を図ることができる。」は達成できましたか。 3.65 3.60 4.07 3.77

8
【目標７】「ボランティア活動や体験活動に積極的に参加するなど、社会貢献の意
欲と行動力を身に付けることができる。」は達成できましたか。 3.47 3.80 4.00 3.76

9
【目標８】「向上心を持って専門性を高め指導方法を改善するなど、自律的に学び
続ける意欲を身に付けることができる。」は達成できましたか。 3.71 4.00 4.43 4.05

10

教職課程科目は、文部科学省が定めた教職課程コアカリキュラムを基準として一
定水準の内容で実施されています。あなたの教職課程科目全般に対する取組状
況はどうでしたか。

3.94 3.73 4.36 4.01

11

栄養教諭としての実践的指導力を高めるため、教職課程の各科目では、模擬授
業やグループ活動などアクティブ･ラーニングを多く取り入れた授業を実施してい
ます。あなたの取組状況はどうでしたか。

4.35 4.27 4.50 4.37

12

履修カルテの作成・記入・評価は、教職課程を学ぶ上で必須の条件となっていま
す。あなたは、教員としての意識や資質能力の向上に、履修カルテを十分活用し
ていましたか。

3.29 3.73 3.50 3.51

13
教職課程の授業や実習を通して、あなたは、教員・社会人としての基礎的な資質
能力を高めることができましたか。 4.00 4.00 4.36 4.12

14

教職課程委員会では、課程外の農場実習、学校インターンシップを設定するとと
もに、自主的なボランティア活動などを推奨してきました。このことを通して、あな
たは、教員・社会人としての資質能力を高めることができましたか。

4.24 3.87 4.43 4.18

15

教職課程科目や栄養学科の専門科目の学びを通して、あなたは、栄養教諭の責
務である「栄養の指導および管理をつかさどる」ための資質能力を高めることが
できましたか。

3.53 3.93 4.36 3.94

16

社会人基礎力の一つとして前に踏み出す力（主体性・他人に働きかけ巻き込む
力・実行力）を身に付けることが求められています。あなたは、教職課程や栄養学
科などの学びを通して、前に踏み出す力を身に付けることができましたか。

3.71 3.80 4.36 3.96

17

社会人基礎力の一つとして考え抜く力（課題発見力・計画力・創造力）を身に付け
ることが求められています。あなたは、教職課程や栄養学科などでの学びを通し
て、考え抜く力を身に付けることができましたか。

3.82 4.20 4.36 4.13

18

社会人基礎力の一つとしてチームで働く力（発信力・傾聴力・柔軟性・状況把握
力・規律性・ストレスコントロール力）を身に付けることが求められています。あな
たは、教職課程や栄養学科などの学びを通して、チームで働く力を身に付けるこ
とができましたか。

3.82 4.13 4.50 4.15

19
教職課程の履修を通して、あなたは、思考力・判断力・表現力などの学力や人間
力の向上など、将来生きていく上で必要な資質能力を高めることができましたか。 3.76 4.00 4.21 3.99

20

教職課程の履修開始に当たっては、入学時の履修希望者への栄養教諭教職ガ
イダンス、履修相談、教職概論におけるオリエンテーション、履修カルテの記入等
の説明を行っています。これらのガイダンスにおける説明や指導内容は理解でき
ましたか。

4.00 4.20 4.07 4.09

21

履修等に関する学生からの相談は、学科の支援教員以外にも、教職課程科目担
当教員や学務課の職員（含む就職相談室・学生相談室）が適宜対応しています。
また、３年次には、教職課程委員会が行う面接指導も実施しています。これらの
相談・面接活動について、あなたの活用状況はどうでしたか。

2.29 3.27 3.93 3.16

22

教員採用試験対策として、１年次生からの採用試験問題の配布や、各科目にお
ける啓発等の指導を行っています。また、３・４年次生では外部講師を活用する２
回の試験対策ガイダンス、教職課程委員会による３回、計１２日間の試験対策ゼ
ミを実施しています。あなたの活用状況はどうでしたか。

2.41 3.93 4.50 3.61

全体の平均値 3.62 3.90 4.21 3.91

２０１９年度　天使大学教職課程　自己点検・評価票（学生用）集計結果

学生への指
導・支援

評価平均値

教職課程の
目標の達成

教育課程の
編成・実施
と学修成果

※　評価規準・・・　５：十分達成、　４：ほぼ達成、　３：どちらとも言えない、　２：少し不十分　　１：大変不十分
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

１．教育課程 

５）教養教育科 

担 当： 教養教育科   

本年度の活動目標 

I. 初年次教育関連 
1. 英語 

習熟度別授業を実施し、各学生の英語力にあった指導を行うことで学生一人一

人の英語力の増強を図る。 

2. 共通基礎教育科目 

高等学校の教育課程を踏まえ、入学前教育・導入教育をおこなう。 
3. 専門基礎科目との連携 

新しい教育課程の下、効果的な連携を目指す。 

II. 学外研修関連 

教養教育に関連する学外研修に参加し情報収集に努める。 

III. その他 

その他、昨年度の状況を踏まえ、教養教育科の活動を充実させる。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準３ 教育研究組織 ①② 

基準４ 教育課程・学修成果 ③～⑧ 

活動内容の評価 

I. 初年次教育関連（基準４ ③～⑧） 

1. 英語教育 

Ｇ－ＴＥＬＰを用いた習熟度別クラス分け、および到達度評価をおこなっ

た（教授会報告済）。補修授業「英語寺子屋」を実施し、学生の英語力増強

の助けとした。 

2. 共通基礎科目 

生物学および化学について、入学試験の合格者に対して、問題集を配布・

回収・採点などの入学前教育・導入教育をおこなった。また、入学後に診断

テストをおこない、高等学校の教育課程下における理科科目の定着状況の確

認をおこなうとともに、習熟度別クラス分けなど履修指導に活用した（教授

会報告済）。 

3. 専門基礎科目との連携 

カリキュラム検討委員会における議論の中で、ディプロマ―・ポリシーや

カリキュラム・ポリシーに基づき、専門基礎科目と教養教育科目の連携が整

理されつつある。 

II. 学外研修関連（基準３ ①②） 

初年次教育や教養教育に関連する学外研修に参加し情報収集した。本年度は下

記の研究会等に参加した。科内で情報を共有し自己点検評価活動の参考とした。 

1. 東北・北海道地区大学等・高等共通教育研究会（弘前大学，８月） 

2. 大学教育研究フォーラム（京都大学，３月） 

III. その他（基準３ ①②） 

科の自己点検評価活動として意見交換会をおこない、教育・研究・その他に関して

情報の共有をはかった。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

次年度への課題 

１. 教養教育科で従来からおこなってきた教育・研究を、これかららもとどこおりな

く継続する。 

２. 本学の中期計画のなかで「教養教育科の在り方について」という項目が示され、

検討されることとなった。新年度から実施される新しい教育課程のその先を見据

え、学内で幅広い議論が行われると期待する。その中で、従来からある問題点・

課題を提示し、よりよい教養教育科を構築してゆく必要がある。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

１．教育課程 

６）看護栄養学研究科 

担 当： 看護栄養学研究科           

本年度の活動目標 

１．将来構想 

・学部卒業生の進学機会の拡大に向けた大学院体制の検討（教員体制、分野コース拡

大） 

・看護栄養学研究科としての特色の明確化と教育課程の PDCAサイクルの確立 

２．教育課程 

・カリキュラムの効果的運用（共通科目の内容・展開、大学院の時間割運営） 

・教務等の委員会や職員体制の検討 

・アドミッションポリシーの専攻毎の検討と策定を早急に行う。ディプロマポリシーに

明示した学修成果についての適切な把握および評価について検討する 

３．大学院生定員確保のための対策 

・入試科目・学費の見直し 

・大学院ホームページの見直しと充実、大学院に関する記事の掲載 

・大学院説明会の実施、公開授業、特別講義の実施 

・オープンキャンパスでの大学院の PR、大学院ブースの設置、大学院生の活用 

・学部生への大学院進学に対する意識づけ 

４．大学院生の学習環境・研究活動の充実に向けての支援 

・看護栄養学研究科定員の変更に伴う院生学習室の環境整備 

・本学で使用している Web会議システム「LiveOn」ASP版を活用した授業・単位認定の

栄養管理学専攻での実施と看護学専攻での検討 

・院生 PCソフトのバージョンアップ、院生学習室の備品等の購入 

・職業実践力育成プログラム認定制度の申請検討 

５．教育実践・研究活動 

・看護栄養学研究科としての FDの企画・運営 

・看護栄養学研究科の特色を活かした実践・研究能力の向上 

・両専攻科の協働研究・協働事業の検討 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準４ 教育課程・学修成果 ①-⑦ 

基準５ 学生の受け入れ ①-④ 

基準７ 学生支援 ①-③ 

活動内容の評価 

2019年度は看護学専攻修士課程８名(保健師コース６名、ホスピス緩和ケア CNSコー

ス１名、成人看護学コース１名)が修士(看護学)を取得した。栄養管理学専攻における

修了生はいなかった。 

活動目標に対する評価を次に示す。 

１．将来構想 

・看護学専攻は、精神看護 CNSコースが認可された。 

・看護学専攻博士課程の設置申請を行ったが、今回は準備不足のため取り下げたが、

2020年度申請、2022年度開設に向けて準備を行うこととする。 

・栄養管理学専攻においては来年度に向けてインターンシップ等の単位化を検討する

こととしていたが、病院でのインターシップは実習先の確保が難しく進展していな

い。今後も他大学院の情報収集を継続するとともに、新たな方向性を見出すために

検討を行うこととする。 
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２．教育課程 

・カリキュラムの効果的運用については、両専攻の社会人院生に合わせて、共通科目

の開講時間を夜間にするなど、調整を行い、円滑な時間割運営を行った。今後も多

様な学生に配慮しながら運営を行っていく必要がある。 

・教務等の委員会や職員体制の検討については進展がなかった。今後も継続して検討

を行う事とする。 

・大学基準協会の指摘事項に対して、看護栄養学研究科として課程毎の学生の受け入

れ方針を作成した。さらに学生募集の広報活動につなげられるように、３つのポリ

シーの充実を図るため継続して検討を行うこととする。教育課程の PDCAサイクルの

確立についてはアセスメントポリシーの作成について今後も継続して検討を行うこ

ととする。 

３．大学院生定員確保のための対策 

・学費については本学の経費、競合校との兼ね合いを考え見直した。看護学専攻では

本学卒業生の授業料について減額措置を行う。施設設備費、実験実習費はすべて徴

収しないこととした。実習費は別途コースにより徴収することとなった。栄養管理

学専攻では本学卒業生に限り施設設備費を半額に減免することとした。 

・栄養管理学専攻では大学院ホームページを一部見直し、どのような研究を行えるの

か、具体的にイメージしやすくするため過去の大学院生の研究テーマを掲載した。

ホームページについて、今後も継続してブラッシュアップを行っていく。 

・栄養管理学専攻では大学院説明会を企画し参加希望者が２名あり、１名は博士後期

課程に合格した。今後も魅力ある企画を模索し継続して行いたい。 

・看護学専攻保健師コースでは、オープンキャンパス（６月、８月）で説明会を開催

し、６月 25名、８月 12名の参加があった。 

・大学院の PR、オープンキャンパスでの大学院ブースの設置、大学院生の活用は今後

も継続して実施する。 

・学部生を対象に大学院進学への意識づけのために説明会を実施した。看護学科 4/26  

11名（４年）、6/26 ６名（３年）、栄養学科 7/2 ９名（４年２名 ３年５名）、

10/29 14名（２年 10名 １年４名）の参加。 

・2020年度入試結果、看護学専攻は修士課程に保健師コース２名、成人看護学コース

１名、老年看護 CNS２名、計５名が合格した。今後精神看護 CNSコースの入試を予定

している。栄養管理学専攻は博士後期課程に２名が合格した。 

４．大学院生の学習環境・研究活動の充実に向けての支援 

・栄養管理学専攻では社会人をサポートする目的で遠隔授業での単位認定を開始し

た。ただし、今年度は受講希望者がいなかった。看護学専攻については運用につい

ての検討を継続する。 

・院生 PCの SPSS、エクセル栄養君、BDHQのバージョンアップを行い、院生の学習環

境の充実を図ることが出来た。 

・職業実践力育成プログラム認定制度の申請検討については進展がなかった。 

５．教育実践・研究活動：看護栄養学研究科の特色を活かした実践・研究能力の向上 

・看護栄養学研究科としての FD 第１回 8/19「ルーブリック評価入門」大阪大学全学

教育推進機構教育学習支援部 佐藤 浩章 准教授の講演は学内教員 16名の参加があ

った。 

・両専攻科の協働研究・協働事業の検討は進展がなかった。今後も継続して検討を行

う事とする。 
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次年度への課題 

１．入学生確保に向けた広報活動の充実、奨学金制度の整備･拡大。  

２．内部質保証システム整備のための実質的な検討として、教育課程の PDCAサイクル

を確立する。 

３．アセスメントポリシーの専攻毎の検討と策定を早急に行う。学位授与方針に明示

した学修成果についての適切な把握および評価について検討する。 

４．大学院の教員体制の整備、大学院担当教員の業務軽減のための方策検討 

５．看護学専攻博士課程の設置に向けて提出書類の整備と検討を行う。 

６．看護学専攻では指定規則の改正に伴い、2022年度に向けて新カリキュラムを検討す

る。また、栄養管理学専攻との共通科目についても評価・検討を行う。 
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１．教育課程 

 ７）助産研究科 

担 当： 助産研究科（教務委員会）  

本年度の活動目標 

１．実習施設の安定的な確保 

２．教員の実習指導体制の見直しと検討 

３．ルーブリック評価表の活用の拡大 

４．カリキュラムの見直しと新カリキュラムの検討 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準１－① 

（助産専門職大学院認証評価項目） 

 

活動内容の評価 

１．実習施設の安定的確保については実習によって達成度には違いがあった。 

 ①マタニティサイクル助産ケア基礎実習および統合実習Ⅰ 

  実習施設の安定的確保には至らなかった。これまで実習施設として利用したいた

施設がそれぞれの事情から実習受け入れできないとの連絡が２施設からあった。急

遽３施設に実習受け入れをお願いできたが、次年度の見通しとして安定的な確保の

達成は難しい状況である。専門職大学院として、高度な助産ケアを提供している実

習施設を確保することは当然ながら重要要件である。活動目標として継続する。 

 ②マタニティサイクル独立助産実習 

  安定的な実施施設の確保ができている。次年度は院生数がふえることから新規実

習施設を１箇所確保した。実習評価は、教員と実習先の指導助産師とで実施。 

 ③マタニティサイクル助産ケア統合実習Ⅱ 

  実習日程を実習施設側と調整することで安定的な確保ができている。 

 ④国際助産実習 

  十数年、実習先であったアベマリア産病院（マダガスカル）での実習が困難とな

り、新たな実習先を今年度から検討中。今年度はベトナム（ハノイ、フエ等）で実

習を行った。次年度はアジア圏で国を変えて実施予定である。将来的には継続した

交流が可能な実習国（実習地域・施設等）を実習先として選定したい。 

 ⑤性教育実習 

  昨年度までの中学校から今年度は高校に変わったが実習施設の安定的な確保がで

きている。 

２．教員の実習指導体制の見直しと検討 

 マタニティサイクル助産ケア統合実習Ⅰでは、遠隔地の実習施設は４か所であっ

た。そのうちの一部については、日程を調整し、サポート教員を配置することで長

期間、大学において仕事ができない状況の改善が図れた。それ以外の遠隔地施設に

おいても現地実習指導教員（インストラクター）の重点配置によって大学で仕事が

できる期間を昨年度より確保することができた。 

３．ルーブリック評価表の活用の拡大 

  ルーブリック評価表の適正について検討・評価を継続した（形成評価の効果、院

生の自己評価と教員評価の一致あるいはバラツキとその要因等）。そのため今年度

は、他の実習科目に広げるまでには至らなかった。 

４．カリキュラムの見直しと新カリキュラムの検討 

 文部科学省が要請している次の新カリキュラム改訂に合わせられるよう、主に、 

①修了時の到達目標の確認、②科目及び単位数、③実習目標と単位数、④研究に関

する科目の充実、⑤科目の配置の見直し継続中である。 
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次年度への課題 

１．実習施設の安定的な確保 

２．教員の実習指導体制の見直しと検討 

３．ルーブリック評価表の活用の拡大 

４．カリキュラムの見直しと新カリキュラムの検討 
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２．学生の受け入れ 

担 当： 入試委員会   

本年度の活動目標 

１．各種入学試験について、一層、厳正な実施と円滑な運営に努める。 

２．アドミッションポリシーに相応しい入学者確保に向けた入学試験選抜制度と内容

について検討を継続する。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準５ 学生の受け入れ ①、②、③、④ 

活動内容の評価 

【活動目標に対する評価（総評）】 

2020年度入学試験においては、試験・採点・合否判定・発表を公正かつ適正に進め、

大きなミスなどもなく終了することができた。 

また、入学定員及び募集人員の変更に関する公表についても適正に対処し、入学定員

を満たす志願者数を確保した。 

入学試験当日は、自然災害（悪天候）による受験者遅延、コロナウィルス感染防止な

ど、不測の事態への対応に迫られたが、学長、入試委員会、入試・広報室の連携の下で

事前準備を行い、リスクを回避した。 

2021年度入学者選抜制度の検討については、文部科学省、他大学、高校等からの情報

収集を行い、本学がこれまでに実施してきた入試制度を継承しながら、一部を改正し、

早期に受験生等へ公表することができた。 

１．入学試験実施に関する評価は以下のとおり。 

①広報委員会と連携の下、アドミッションポリシーと入試との関連については、ホー

ムページ・大学案内等・オープンキャンパス・進学相談会・高校訪問等で広く周知

する。（基準５－①） 

②昨年度課題とした合否判定入試委員会を廃止し、入学試験における効率的な運営を

図った。（基準５－②） 

③昨年度課題としたトラブル対応のマニュアルの充実について、「入試本部要領」を

一部見直した。（基準５－②） 

④昨年度の課題とした不測の事態を想定し、試験監督者等に予備員を配置した。（基

準５－②） 

⑤面接試験時間中の受験者の不正を抑止するために、控室の巡回を行った。（基準５

－②） 

⑥入学試験当日の自然災害等への備えとして、次の受け入れ準備態勢を整備した。（基

準５－②） 

 ●試験開始時刻の繰り下げ対応 

 ●別室受験対応 

 ●コロナウィルス感染防止の対応 

 ●上記に関する注意喚起等（公式ホームページによる受験者への連絡） 

⑦推薦入学試験における小論文試験採点担当者の負担を考慮し、小論文試験を９時か

ら実施し、その後に面接試験を行うタイムスケジュールに変更した。その結果、小

論文試験の採点業務の開始時刻及び終了時刻が早くなった。（基準５－②） 

⑧大学入試センター試験では、共同実施校と連携を図りながら準備を進め、円滑に試

験を実施した。（基準５－②） 

⑨一般入学試験における出題ミスの防止対策として、問題作成及び校正スケジュール

を早め、第三者機関による点検後に問題を修正する時間を昨年度よりも長く確保す

ることができた。（基準５－②） 

⑩入学試験当日の自然災害に対するリスク管理の一貫として、一般入学試験予備問題
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2019 年度 自己点検・評価報告書 
の整備に向けて、他大学や業者からの情報収集を行い、実現のための条件等の検討

を行った。（基準５－②） 

⑪その他、各種入学試験に関するアンケートを教職員対象に実施し、その結果等をも

とに入試委員会で検討し、改善を続けている。（基準５－②、④） 

⑫入学定員の変更申請に対して、次のとおり適正に対応した。（基準５－③） 

 ●入学定員の変更については、４月から広報活動できるように方針を定めた。 

●入学定員に伴う募集人員の変更については、４月１日に教授会で決定した。 

 ●認可通知を受けて、速やかに入学定員及び募集人員の決定について告知した。 

２．2021年度入学者選抜制度・内容の検討についての評価は以下のとおり。 

①文部科学省の方針転換により、大学共通テストの制度が大幅に変更されたが、受験

生に混乱が及ばないように、道内の他大学に先駆けて 11 月に本学の方針・選抜概

要を公表した。（基準５－①、④） 

②2021年度入学者選抜のリーフレットを作成し、広報委員会と連携して 2021年度に

受験生や高校関係者等に配布する。（基準５－①、④） 

③2021年度入学者選抜おける改正に基づき、学校推薦型選抜（指定校）に小論文試験

を課すこととした。また、その出題方針についても公募制推薦入学試験との比較の

もと決定した。（基準５－②、④） 

３．中期的課題への取り組み 

①インターネット出願の検討に向けた情報収集（目的、費用、成果等）を行った。（基

準５－②、④） 

次年度への課題 

１．入学者選抜の実施運営にいて 

引き続き適切な入学者選抜の実施・運営に万全を期する。そのため、具体的に次年

度は以下の点を行う。 

①入学試験当日に起こりうる自然災害等に対し対応マニュアルの検討・作成を行う。 

②一般選抜における問題作成について、過去の問題における難易度等の適切性につい

て点検し入学者確保につながっているか精査を行う。 

③一般選抜における問題および予備問題の作成について、使用方法などを出題者や各

大学へ調査を行い検討する。 

④「学生募集要項」、「入学者選抜 実施要領・監督要領」、入学者選抜にかかる各種

帳票、事務作業の点検・見直しを行い、適正かつ効率的な入学者選抜の実施・運営

を行う。 

２．入学者選抜制度改正等について 

①改正内容について受験生等に不安を感じさせないよう、説明リーフレットを作成

し、広報委員会と連携をとりながら高校や受験生に情報発信を行う。 

②高等学校へ大学入試センター試験面接時の倍率や合否判定方法について文書化す

るなど受験生へ不足している情報を開示できるよう努める。 

③大学共通テストについて、制度変更があっても対応できるよう継続的に情報取集

を行う。 

３．その他中期計画に向けた取り組み 

 ①インターネット出願について、受験生や大学のメリットや導入費用、ＩＲとの関

連、他大学の動向を含め、2020年度も引き続き調査・研究を行う。 

 ②入学後のミスマッチの防止、高大接続、入学後追跡調査の観点から、入学試験デ

ータの利用を検討する。2020年度は、どのようなデータが必要かについて検討を

行う。また、受験生宛の情報として、入学者選抜及び広報活動に関する個人情報

の取り扱いを「学生募集要項」に記述する。  
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２．学生の受け入れ 

担 当：  広報委員会    

本年度の活動目標 

目標１．入学志願者及び入学者数の安定的確保 

目標２．入学者の学力的質保証 

目標３．内部質保証のためのＰＤＣＡの循環 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準５ 学生の受け入れ 

②学生の受け入れ方針に基づき、学生募集の運営体制を適切に整備しているか。 

③適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学生数を収容定員に基づ

き適正に管理しているか。 

④学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

（改善課題・是正勧告） 

改善課題№３  大学院在籍学生比率の向上 (2018年度認証評価 基準５) 

【大学基準協会の点検・評価項目と広報委員会活動目標との対応表】 

大学基準協会の点検・評価項目 2019年度広報委員会活動目標 

基準５ ② 目標１・２ 

基準５ ③ 目標１・２ 

基準５ ④ 目標１・２・３ 

改善課題№３ 目標１ 
 

活動内容の評価 

【基準５ ②関連】 

 このことについて、「2019年度広報委員会活動計画」に基づき執行した。 

１．全教職員参加型の広報活動≪目標１・２関連≫ 

●オープンキャンパス、進学相談会、校内ガイダンス・・・教職員 

●模擬授業（学内外）・・・教員 

●高校訪問・・・職員 

２．理事者、教職員等との情報共有≪目標１・２関連≫ 

●学内理事者、事務局長・次長との共有・・・学内理事打ち合わせ会 

●学内理事、研究科長、学科長等との共有・・・学園運営連絡会議 

●事務局課室長との共有・・・局課室長会議 

●教職員との共有・・・広報活動勉強会 

 ３．情報収集及び情報発信システムと管理体制≪目標１・２関連≫ 

  広報委員会では、例年から継続的に次の整備等を行った。 

●教職員への学内情報提供の依頼及び発信 

●学内情報収集システム整備及び発信情報のチエック体制 

●私立大学協会 広報担当者協議会への初参加（入試・広報室員） 

 

【基準５ ③関連】 

 １．入学定員増加に関する広報活動≪目標１・２関連≫ 

   2020年度からの変更について、次のとおり活動を行った。 

●看護学科については 87から 100名に変更する申請を行い、７月に文部科学省

から認可された後に、入学定員増加に関する広報活動を正式に展開した。 

●栄養学科については 85から 90名に変更する申請を行い、７月に文部科学省か

ら認可されたが、厚生労働省の結果が３月まで出ないことから、申請中と記し

て広報活動した。 
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   ●上記の広報活動として、公式ホームページ、高校訪問、オープンキャンパス、

ダイレクトメール（以下、ＤＭ）などにより行った。 

  ２．学生数の管理≪目標１関連≫ 

   2019年５月１日現在における看護栄養学部の学生数については、看護学科 387

名（収容定員充足率 111%）、栄養学科 367名(105%)で、両学科ともに収容定員を適

正に管理している。 

   大学院看護栄養学研究科については、看護学専攻が 20名（71%）、栄養管理学専

攻が８名（67%）と収容定員を満たしていない。 

 

【基準５ ④関連】 

   本学の内部保証システムの一貫として、広報委員会では次年度予算案作成時及び

新年度当初に、前年度活動の点検評価を基に「活動計画書」を作成し、目標１から

３のための広報活動の改善・強化を行った。 

以下が、主な活動内容と改善事項である。 

 １．内部質保証に向けたデータ整理・活用≪目標３関連≫ 

   活動評価指標を整理し、データ作成の充実を図り、改善につなげている。 

  ●入試データ（志願者数、入学者数等、ランク別・地域別等データ等） 

●新入生アンケート 

  ●オープンキャンパスデータ 

●オープンキャンパス参加者アンケートデータ 

  ●進学相談会等・校内ガイダンス相談者等集計 

  ●その他 

  ２．受験生の接触機会増加を図るための改善≪目標１関連≫ 

（１）セグメント式（対象別）広報活動の強化 

対象別の主なＰＲポイントを次のとおり設定し、広報活動を徹底した。 

  ●中学生、高校１・２年生向け…職業に関する情報等 

  ●高校３年生…天使大学の強み・特色、入試情報等 

  ●保護者…支援体制、学費等 

（２）オープンキャンパスの日程変更 

    昨年度まで実施していた７月末に夏期講習がある高等学校が多いことから、第  

２回を８月１日（木）・２日（金）に開催した。 

（３）大学説明会の開催（コロナウィルス感染防止のため中止） 

    「新入生アンケート」の設問「天使大学を志望校として検討し始めたのはいつ

頃でしたか」の回答で、最も多かったのが高校３年生の４月であったことから、

その時期に志望校検討ができるように、今年度初めて、高校２年生の３月に情

報提供をおこなうための大学説明会を企画した。 

（４）タイミング戦略及びプッシュ戦略の強化 

       「新入生アンケート」の設問「天使大学を志望校として検討し始めたのはいつ

頃でしたか」の設問で、高校３年の４月・６月・８月・10月との回答が多数で

あったため、タイミング戦略の強化策として（２）・（３）のほかに、次のとお

りダイレクトメール（以下、ＤＭ）戦略の強化を図った。 

    ●第１回オープンキャンパスの参加者数、各高校で行われる校内ガイダンス、

進学相談会などの参加者数及び高校訪問による進路指導部からの聞き取り情

報等から、栄養学科の安定的な志願者獲得が難しい状況であることを判断し、

急きょ年度計画にはなかったチラシ「ひとの生活を支える食の専門家になろ
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う」を制作し、７月に本学以外の道内栄養系学科を希望する高校３年生へ送

付した。これにより第２回オープンキャンパスの動員強化を図った（タイミ

ング戦略とプッシュ戦略の組み合わせ）。 

     ●例年、12月に送付していた本学接触者（オープンキャンパス参加者、資料請

求者等）への「志願促進ＤＭ」を高校３年生には 10月、高校２年生には３月

に送付した。 

     ●栄養学科の推薦入学試験志願者が募集人員に達しなかったため、年度計画

にはなかったが、栄養学科のセンター入試直前にプッシュ戦略ＤＭを、他の

栄養系大学を希望する高校３年生へ送付し、志願者獲得に努めた。 

（５）高校との接触強化 

     「新入生アンケート」の設問「志望校の決定にあたり誰に相談しましたか。」

で、高校教員の影響力が強いことが示されているため、次のとおり高校との

接触強化を図った。 

●上記（４）のチラシ「ひとの生活を支える食の専門家になろう」を７月に道

内高校 103校へ送付し、第２回オープンキャンパスの動員強化を図った。 

 ●第３回オープンキャンパス動員強化のため、オープンキャンパス案内チラシ

を道内高校 103校へ送付した。 

●説明会、校内ガイダンスなどの依頼がもらえるように高校教員との信頼関係

を強め、その成果として３年間で次の高校から依頼を受けた。 

   札幌旭丘高校、札幌藻岩高校、石狩南高校など 

 （６）2021 年度入学者選抜制度改正に関する広報活動≪目標１・２関連≫ 

    広報委員会では、高校教員からの意見聴取内容を入試委員会へ報告するととも

に、入試委員会が公表した情報を公式ホームページ、高校訪問、オープンキャン

パス、ＤＭなどにより広報活動を行った。 

 

 ３．接触者の志願率・入学定着率の向上のための改善≪目標１・２関連≫ 

  （１）教育の質の高さの浸透⇒「天使ブランド・イメージ」の向上 

    次の事項に関する内容充実を図り、大学案内及び公式ホームページにてＰＲを

行った。 

    ●３ポリシー 

    ●「愛、思いやり、慈しみ、感謝」のこころをもった医療人の養成（人間教育） 

●新カリキュラムの特色・強み、大学院との接続 

 （２）ディプロマ・ポリシー及びカリキュラムのＰＲ 

    大学案内、公式ホームページ、ＤＭ、オープンキャンパス等で周知をした。 

    ●ディプロマ・ポリシーについては、修業までに身につける７つの能力と学習

成果の厳格化についてＰＲした。 

    ●新カリキュラムについては、教育科目群等による体系及び４年間の学びのス

テップ、ディプロマ・ポリシーとの関連等について図で示したほかに、カリ

キュラムの特色についてＰＲした。 

 （３）教育環境整備に関するＰＲ 

    次の対応を行った。 

●オープンキャンパスや各高校への「新棟案内リーフレット」の配布 

●大学案内や公式ホームページによる案内 

（４）天使大学志願敬遠層への対策 

 早い時期から受験対策情報を提供し、受験対策に取り組むことを支援するこ

24



2019 年度 自己点検・評価報告書 
とにより、本学を難関大学と考える敬遠者を減らすことを目標に、前年度のオ

ープンキャンパスで配布した受験対策資料『天使大学 小論文試験対策講座資

料』『天使大学一般入試「傾向と対策」』（ともに駿台予備学校制作）を４月から

の進学相談会・校内ガイダンス及び高校訪問等で配布した。 

 

【改善課題№３関連】 

大学院広報の次の事項について新規に対応した。≪目標１関連≫ 

    ●看護学専攻精神看護ＣＮＳコースの申請後に、コース概要を記したチラシを作

成し、精神看護領域の教員が関連病院等を訪問して配布をした。また、認可後

に、募集及び入学試験の実施について公式ホームページで公表し、学生募集要

項を配布した。 

   ●看護学専攻の学生生徒納付金の減額について公式ホームページで公表した。 

 

【各種データによる 2019年度総評】 

  ①2020年度入学試験結果 

     看護学科       栄養学科 

志願者数 入学者数 志願者数 入学者数 

指定校推薦 6 (+ 1) 6 (+ 1) 5 (+ 2) 5 (+ 2) 

公募制推薦 59 (+13) 36 (+ 1) 35 (-16) 34 (- 5) 

社会人     3 (±0)     0 (±0)     0 (- 1)     0 (±0) 

一般 287 (- 2) 39 (- 7) 73 (+ 4) 40 (+ 3) 

センター利用   150 (-30)    19 (+ 9)    52 (±0)    11 (+ 1) 

計   505 (-18)   100 (+ 4)   165 (-11)    90 (+ 1) 

                                                                 単位：名 

     看護学専攻       栄養管理学専攻 

志願者数 入学者数 志願者数 入学者数 

推薦（修） 1 (- 2) 1 (- 1) － － 

一般（修・前） 3 (- 4) 1 (- 4) 0 (- 2) 0 (- 1) 

一般（修・後）     2 (- 1)     2 (- 1) 1 (- 2) 0 (- 1) 

申請ＣＮＳ（修） 0（- 1） 0（- 1） － － 

一般（博・前） － －    1 (+ 1)    1 (+ 1) 

一般（博・後） － －    1 (+ 1)    1 (+ 1) 

計    6（- 8）    4（- 7） 3 (- 2) 2 (±0) 

       2020年度の申請ＣＮＳは精神（前年度は老年）         単位：名 

      ②2019年度オープンキャンパス参加者数 

 看護学科 栄養学科 看護学専攻 栄養管理学

専攻 

６月 60 (-38) 39 (-11) 5 (-17) 0 (+ 0) 

８月 294 (+14) 124 (-45) 9 (- 3) 1 (+ 1) 

９月   185 (+ 8)    90 (-14) － － 
計   539 (-16)   253（-70）    14 (-20) 1 (+ 1) 

                                                                 単位：名 
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③進学相談会・校内ガイダンス等相談者数 

参加件数 看護学科 栄養学科 計（学科未

定含） 

第一志望者 

57 (-1)  931(+4) 241 (-11) 1,198 

 (+ 2) 

80 (-8) 

単位：名 

（総評） 

１．2019年度広報委員会活動目標（１～３）について 

  看護栄養学部においては、2020年度入学志願者数が概ね前年度並みで、増加した

入学定員を確保できた。 

 なお、栄養学科については、オープンキャンパス参加者数が各回（１～３回）と

も前年度を下回り、推薦入学試験（11 月）の志願者数も募集人員（42 名）を満た

すことができないなど、安定的な志願者数の獲得ができずに、入学定員割れも懸念

されたが、緊急避難的な対策として、当初、活動計画にはないプッシュ戦略、タイ

ミング戦略、高校訪問などの志願者開拓のための志願促進活動を下半期に展開し、

かろうじて昨年度並みの志願者数とすることができた。 

 入学者の学力的質保証については、これまでに培った偏差値や伝統などのブラン

ド力を背景とした天使大学の社会的評価が受験生や高校関係者に認知されたこと

によって、例年並みの学力を有した入学者を獲得できる見通しである。 

また、改訂されたディプロマ・ポリシー及びカリキュラムの広報にも力を入れ、

出願書類への記述等から志願者には浸透していることが窺えた。 

   内部質保証に向けた取組みとして、活動評価指標を整理し、データ作成・活用を

積み重ねて、活動の点検評価を日常的に行い、改善につなげている。 

 また、学内理事者及び教職員への情報提供にも様々な機会を利用して行った。 

 大学院看護栄養学研究科については２のとおり。 

 

２．大学基準協会の点検・評価項目について 

基準５ 学生の受け入れにかかる点検・項目（②・③・④）と 2019年度本学広

報活動目標とを関連づけて計画を作成し、１のとおり活動目標をクリアしたため、

大学基準協会の点検・評価項目の基準についても概ね満たされていると評価する。 

ただし、改善課題として指摘されている大学院看護栄養学研究科における在籍学

生比率の向上については、十分な成果が得られていない。 

これは広報活動の改善・強化だけでは解決しえない課題であり、収容定員の見直

し、経済的負担の少ない学生生徒納付金、奨学制度の充実、ニーズに合った就職、

教育、研究支援などについて全学的に検討しなければならない。   

次年度への課題 

【目標】 

 2019年度と同じ３項目（目標１～３） 

【重点課題】 

１．接触者及び志願者の増加をめざし、「プラス・ワンタッチ」をテーマに広報活動を展

開する。 ※特にセカンド・タッチ（接触回数 2回）以上の者の増加をねらう 

２．管理栄養士（病院・公務員）及び栄養教諭の職業理解及び就職実績の浸透を図る。 

３．内部質保証のためのデータを活用してのＰＤＣＡサイクル循環を促進する。 

４．大学院広報の強化を図る。 

５．上記以外の中期計画課題解決に向けた検討及び活動を行う。 

 

26



2019 年度 自己点検・評価報告書 

２．学生の受け入れ 

担 当： 助産入試広報委員会            

本年度の活動目標 

１．限られたマンパワー・予算の中で、「アドミッション・ポリシーに適った志願者」

が増加するよう、広報効果の最大化を図る。 

２．入試ミス防止に十分配慮するとともに、円滑で遺漏のない入学試験の実施・運営

に万全を期する。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準５ 学生の受け入れ ①、②、③、④ 

助産専門職大学院認証評価基準３－１－４ 

学生の受け入れ方針・選抜基準・選抜方法等の学生受け入れのあり方について、恒常

的に検証する組織体制・システムが確立されていること。 

活動内容の評価 

１．広報についての活動目標を達成するために行った活動と評価は以下のとおり。 

①６月と８月にオープンキャンパスを開催した。第１回で「体験型施設紹介」を行

い、第２回に「院生による母親学級」と「施設紹介」を行った。参加者は第１回が

20名（昨年度 25 名）、第２回が 39 名（昨年度 28 名）だった。高校生の参加者も

複数名いた。 

②助産研究科ちらし・ポスター・パンフレット・学生募集要項を病院・看護大学等に

一斉送付した。昨年度課題とした送付時期の早期化および送付回数の充実につい

て、５月中旬（昨年度６月上旬）および７月中旬（昨年度８月下旬）にそれぞれ送

付した。 

③「オープンキャンパスの開催」や「入学試験の出願開始」を告知するため、資料請

求者等に対しメールマガジンを配信した（年２回）。 

④本学看護学科学生に対する学内説明会を実施した（３，４年次生対象：参加者数 10 

名（４月 17 日開催）、１，２年次生対象：参加者数 37 名（７月９日開催））。 

以上の活動の結果、昨年度より志願者が 35名と昨年度より８名増加した。 

２．推薦入学試験、前期試験（一般入学試験、社会人入学試験、助産教育分野入学試

験）、後期試験（一般入学試験、助産教育分野入学試験）を実施した。試験前に学長

および入試広報委員長による試験問題の最終チェックを行うなど入念に準備を進

め、全体として円滑に入試業務を遂行した。 

３．助産研究科入学試験の合否判定のあり方について、検討した 

次年度への課題 

１．webサイトについて、引き続き、他の大学院との違い等訴求内容が伝わりやすいよ

う見直しを行う。 

２．魅力あるオープンキャンパスへの動員および出願者を増加させるため、引き続

き、オープンキャンパスの魅力あるコンテンツの検討を行う。 

３．天使大学 看護学科学生に対する広報活動を強化する。 

①看護学科学生に向けた、授業公開や院生との交流会の実施を検討する。 

②学部進学者のメリット（入試、学費等）を検討する。 

４. 看護系大学や病院等への広報活動を強化する。 

  ①道内看護系大学 

  ②その他全国の看護系大学 

５．推薦選抜や助産教育分野の入学選抜制度の選抜科目等の見直しを検討する。 

６. 入学生確保に向けた新たな社会人推薦選抜制度を検討する。 

７．入試ミス防止に十分配慮するとともに、円滑で遺漏のない入学試験の実施・運営

に万全を期する。限られた人員で実施するため、事務局の協力も含めた体制を検討す

る。 

８．助産研究科入学選抜合否判定の体制を規程で定める。 
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３．教員組織 

担 当： 自己点検評価委員会  

本年度の活動目標 

１．大学基準協会の意見を参考に、「教育研究組織としての適切性」について、教育の

質保証の観点からも大学としての教員組織の編成方針及び求める教員像をより明確

にし、人事方針に位置付ける。 

 

２．教員組織については、将来的な課題に対応した教員組織を整備し、組織的な連携

体制を構築するとともに全学的な取り組みの中で定員確保に向けた取組を進める。 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

 基準６ 教員・教員組織 ①、②、③、⑤ 

活動内容の評価 

１．教育研究組織としての適切性については、大学基準協会による認証評価結果を踏

まえて検討した。 

（１）大学の理念等に基づき求める教員像 

   人事方針に「教員には建学の精神を理解し、使命感、倫理観、愛情をもって学

生の学修を支援するとともに専門分野の研究活動に携わること」を記載している

が、より分かりやすい教員像の記載に努める。 

（２）人事方針において、学部学科ごと、専門職大学院についての教員組織の編成方

針について記載している。 

 

２．教員組織について 

（１）2019年度人事方針からの変更は教員の定年退職を見込み、看護栄養学部の教員

定数は 66名とした。 

看護栄養学部の教員定数 66名の内訳は、看護学科 33名、栄養学科 27名、教養

教育科６名である。 

栄養学科の教員定数と配置数の相違については、整理が必要である。 

（２）教員体制については、大学基準協会の指摘のとおり嘱託教員及び特任教員が多

く、高齢化しているため、教員の昇任を一部実現した。 

 栄養学科については、教員退職を見越して新年度に向けて教員確保に努めた。 

（３）教養教育科のあり方について、検討したが結論を得るに至らなかった。 

 

次年度への課題 

１．求める教員像等についてより明確にして、人事方針等に反映する。 

２．教授については、嘱託教員や特任教員が多く、昇任を含めて専任教授の確保に向

けて取り組む。 

３．教養教育科のあり方について検討する。 

 

28



2019 年度 自己点検・評価報告書 

４．研究活動・研究環境 

担 当： 学術振興委員会   

本年度の活動目標 

１．科研費等競争的外部資金獲得のための講習会を複数回企画する。 

２．紀要第 20巻(第１号・第２号)を発刊する。 

３．特別研究費による研究報告会を開催し、発表後の紀要等への投稿を促す。 

４．教員の研究時間の確保と環境整備について具体的な対策を検討する。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

・基準２ 内部質保証 ④  ・基準８ 教育研究等環境 

 

活動内容の評価 

１．外部資金獲得のための講習会については、毎年企画・実施しているが、今年度  

は、実習との調整ができず、財務室の科研費に関する説明会のほかは、科研費獲得

のためのアドバイスを小澤芳子教授、伊織光恵講師に依頼し、実施した。 

2019年９月３日(火)18:10-19:10  6101講義室  参加者 16名 

２．紀要第 20巻第１号、第２号とも２件の投稿があり、各々複数の査読委員による査

読を経て、委員会による紀要掲載可否判定の結果、下記のとおり、紀要に掲載する

ことが決定した。 

・泉 史郎・鈴木純子共著『サルコペニアの予防・改善に寄与する食生活の考察』 

  (総説) 第１号掲載 

 ・新井英志著『栄養教諭養成課程における「生徒指導論」の実践と効果(3)－教職課

程コアカリキュラム対応型授業の試行的実践における効果の検証－(原著論文)第

１号掲載 

 ・新井英志著『教職課程コアカリキュラムに対応した「教育課程論」の実践と効果

(1)－栄養教諭養成課程における試行の検証－』(原著論文) 第 2号掲載 

 ・三浦恵津子他『実習後のナラティブを導入したカンファレンスによって助産学生

から語られた内容－ナラティブが与えた学生への影響－』(報告) 第２号掲載 

３．特別研究費による研究報告会について、今回は全員看護学科の教員による報告と

なった。７名による報告が、2020年３月 11日(水)午前８時 50分から、6101講義室

で行われる。 

４．教育研究等環境について 

  個々の教員の外部資金獲得のための努力のみで、なかなか申請件数を増やせる状

況にない。研究時間の確保などが、喫緊の課題となっている。 

次年度は、外部資金を獲得するために申請および投稿した教員については特別研

究費を配付し、外部資金獲得の申請や投稿を行わない教員については、研究費の減

額などの処置を講じ、実態に見合った研究費の配分を行うことを、特別研究費委員

会に提起していく。 

 

次年度への課題 

１．特別研究費委員会に向けて、外部資金獲得のための申請者や投稿者には、10万円

程度の研究費を配付し、投稿されない教員の研究費は減額するなど、教員の研究状況

に応じた対応を求める。 

２．特別研究費を取得し研究を行った教員は、必ず３年以内に紀要、その他に投稿し

なければならないことを徹底する。 
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４．研究活動・研究環境 

担 当：研究倫理委員会  

本年度の活動目標 

１．迅速な倫理審査の実施 

２．現行の倫理指針に沿った審査手続きの遂行 

３．研究倫理に関する研修活動および関連する情報提供の実施 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準８ 教育研究等環境 ⑤ 

 

活動内容の評価 

１．今年度は全体で 32件の研究倫理審査申請があった。各申請に対しては、事務局を担

当している財務室スタッフおよび委員長が申請書類等を確認しているが、申請者本人

の事前チェックが不十分なものも多く、昨年度同様その対応に相当の時間を要した。

よって次年度は、チェックリストの適切な使い方についてさらに周知徹底させる必要

があると思われる。 

 

２．現行の倫理指針「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に合わせた委員会

規程に則って、委員会構成員（学外委員の登用）、委員会審議事項への利益相反の明記

などを盛り込んだ委員会規程の下で業務を遂行した。 

 

３．従来同様、年度始めの早い時期に、本学での研究倫理審査申請の手続き等の研修会

を実施し、研修会参加者には研修を受けた旨の修了書を発行した。 

 

 

次年度への課題 

１．従来通りの迅速な研究倫理審査を実施すること。 

２．国の倫理指針に基づきながら委員会業務を遂行すること。研究倫理に関する研修会

の実施や、研究倫理に関する幅広い情報提供の実施。 

３．学術振興委員会等、他の委員会とも連携しながら、関係する情報の共有を図ること。 
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４．研究活動・研究環境 

担 当： 病原体等安全管理委員会   

本年度の活動目標 

１．天使学園病原体等管理委員会規程（規程）および天使大学病原体等安全管理マニ

ュアル（マニュアル）に従い病原体を安全に管理する。 

２．病原体等の入手・分与を安全に実施する。 

３．文部科学省の病原性微生物の保管・管理の調査に対応する。 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準８ 教育研究等環境①、④ 

活動内容の評価 

１．「病原体等安全管理委員会規程」および「天使大学安全管理マニュアル」に従い、

天使大学が保有する病原体等を安全に管理し、病原体等を扱う研究者に対して、研

究環境を整備している。 

２．2019年度に病原体の分与及び譲渡はなかった。 

３．2019年６月５日付文部科学省研究振興局の「病原性微生物の保管・管理の徹底お

よび保管状況調査」について、調査報告書を提出し、適切に対応した。 

次年度への課題 

１．保有している病原体等を、引き続き安全に管理する。 

２．病原体等の入手・分与の際には、安全性を考慮し、適切に対応する。 

３．関係省庁の病原性微生物の保管・管理に関する調査へ随時対応する。 
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５．ＦＤ活動教育活動 

担 当： ＦＤ委員会      

本年度の活動目標 

本学の教育理念並びに教育目標に基づき、ＦＤ研修会、学生による授業評価アンケ

ート及び教員間の授業参観の実施を中心に、全学的な教育改善のための諸活動を行

う。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準６ ④ 

 

活動内容の評価 

１．教育の内部質保証に関連し、アセスメント・ポリシーに関する研修会を２回実施

した。しかし、アセスメント・ポリシーを検討するカリキュラム検討委員会での検

討進捗状況の把握が難しく、研修会の内容決定に影響した。 

ＦＤ研修会は、本学の状況や課題への具体的な取り組みにつながる機会となるよ

う企画したが、全学的な取り組みとなるためには、関連委員会等学内組織間の連携

等を検討する必要がある。 

 

２．学生による授業評価アンケートを実施するとともに、2020年度以降のアンケート

実施方法についての見直しを実施した。 

質問項目については授業時間外学習時間の把握に関する選択肢を大幅に見直すと

ともに、必要な項目を整理した。また、実施方法をマークシートから Webに変更す

ることで、委員会予算の約 85％を占めていたアンケート実施費用を大幅に削減で

き、本来の活動に十分な予算を充てることが可能となった。 

授業評価アンケート記載の留意点を学生に周知する方法について、現行では、ア

ンケートを配布するたびにクラスの代表が留意点を書いた紙を読み上げることにな

っているが、毎時間の実施は現実的ではなく、形骸化している可能性が高い。学生

に対するアンケートの記載方法に関する教育的指導のあり方について、学内での検

討を提案する。 

 

３．授業参観を 2019年度から義務化して実施したが、参加率は約 52%であった。 

参観可能な科目や日時が限られており、日程調整が難しい教員もいたと推察され

るため、全員が参観できる仕組みとともに、教員へのフィードバック等、教員の教

育力向上につながる授業参観のあり方についても引き続き検討する。 

 

４．「教育の質に係る客観的指標調査」に対応するため、委員会組織をＦＤＳＤ委員会

に拡大すること、大学院各研究科及び専攻でそれぞれ実施していたＦＤ研修会の実

施主体を委員会に集約すること、ＦＤＳＤ活動実施要項を策定することについて教

育研究評議会に提案した。実施要項においては、本学が解決すべき教育的課題の抽

出は教育研究評議会が行うことを明示したため、教育研究評議会と委員会の連携強

化が図られることで課題解決に直結する研修を実施することができ、１で示した課

題についても解決できると考える。 

 

５．北海道 FD・SD協議会が主催する北海道 FDSDフォーラムの実行委員として中田委

員長及び事務局松田が企画・運営に携わり、分科会の司会を鹿内委員が務めた。

様々な大学の取り組みを知ることができ、今後の委員会活動への示唆が得られた。 
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次年度への課題 

１．委員会組織をＦＤＳＤ委員会に拡大することが予定されているため、他大学のＦ

ＤＳＤ活動の状況を把握しながら、ＦＤＳＤ活動を計画的・組織的に行い、本学の状

況や課題への全学的かつ具体的な取り組みを促進する。 

２．全員が参加可能な授業参観の実施方法を含め、教員の教育力向上につながる授業

参観のあり方を引き続き検討する。 
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６．社会貢献 

担 当：地域連携等委員会   

本年度の活動目標 

１．2019年度天使大学・北海道科学大学公開講座の実施及び 2020年度公開講座の企画 

２．東区役所との連携事業及び５者（東区役所、本学、札幌大谷大学・札幌大谷大学

短期大学部、北海道スポーツ専門学校、札幌保健医療大学）連携事業の推進 

３．大学間（北海道科学大学等）の連携事業等の展開 

４．地域・他大学との連携事業の実態把握 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準 9 社会連携・社会貢献 ①、②、③ 

活動内容の評価 

１．2019年度天使大学・北海道科学大学公開講座の実施及び 2020年度公開講座の企画 

天使大学・北海道科学大学連携公開講座を実施し、地域へ知識の還元を行ってい

る。連携により、医療、薬学、看護学、栄養学の分野から生活に役立つ情報をわか

りやすく解説している。アンケート結果（別紙１）から受講者の評価は高く、地域

住民へ有意義な講座を実施できている。一方で受講申込者数は 5年間で半数近くに

減少しており、広報活動の強化が課題といえる。 

２．東区役所との連携事業及び５者（東区役所、本学、札幌大谷大学・札幌大谷大学

短期大学部、北海道スポーツ専門学校、札幌保健医療大学）連携事業の推進 

１）５者連携事業（東区役所、本学、札幌大谷大学・札幌大谷大学短期大学部、北

海道スポーツ専門学校、札幌保健医療大学）のイベントである「ひがしく健

康・スポーツまつり」では、[天使大の健康塾]と題し、食事バランスチェッ

ク・血圧測定・血管年齢測定を行った。東区役所のアンケート集計結果におい

て、「今回、一番満足した企画」の１つとしてあげられるほど評価が高かった。 

２）「ひがしく健康づくりフェスティバル」において、「元気に暮らすコツ」という

内容で学生ボランティアが健康講話を行う予定だったが、「新型コロナウイル

ス」感染拡大のリスクから中止となった。学生ボランティアの成果の学内発表

の機会を次年度検討する。 

３）連携事業において、学生ボランティアを募り、「ひがしく健康・スポーツまつ

り」では 15名が協力した。学生にとって、地域住民と直接触れ合う貴重な機会と

なった。 

３．大学間（北海道科学大学等）の連携事業等の展開 

北海道科学大学が実施する「夕張地域医療体験」への学生参加者の募集・支援を行

い、本学からは６名の学生が参加予定だったが、「新型コロナウイルス」感染拡大の

リスクから中止となった。 

４．地域・他大学との連携事業の実態把握 

本学と地域・他大学との連携事業の実態を把握し、次年度以降も継続する。 

次年度への課題 

１．５者連携事業をはじめ、東区役所との連携を一層推進していく。 

２．「ヘルスケア実践開発プロジェクト」の移管に伴い、活動内容や委員会業務につい

てあらためて検討していく。 

３．本学の社会貢献・地域連携活動について、広報を強化していく。一例として本学

webサイトに社会貢献・地域連携活動の情報を集約・充実させることを検討する。 

４．北海道科学大学をはじめ、他大学との連携について検討する。また、他大学が実

施している地域連携事業内容も把握する。 

５．国・行政の地域連携の施策の動向を把握し、本学の取組について検討していく。 
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 2019年度　天使大学・北海道科学大学連携公開講座　◆講座全体等に関するアンケート集計

回答人数 28

１．次の事項について、差し障りのない範囲でお答え願います。

２．これまでの参加回数

男性, 12名, 
43%女性, 16名, 

57%

1.1)男女別
20代, 1名, 3%

40代, 3名, 
11%

50代, 4名, 
14%

60代, 6名, 
21%70代, 5名, 

18%

80代以上, 8名, 
29%

無回答, 1名 4%
1.2)年齢別

パート, 2名

介護福祉士, 1名

会社員, 1名

看護師, 1名

自営業, 1名

主婦, 2名

助産師, 1名

団体職員, 1名

病院職員, 1名

無回答, 7名

無職, 10名

0 2 4 6 8 10 12

1.3)職業別

今年度が初めて, 
2名, 7%

今年度が2回目, 
4名, 14%

今年度が3回目, 
4名, 14%

今年度が4回目以上, 
18名, 65%
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 2019年度　天使大学・北海道科学大学連携公開講座　◆講座全体等に関するアンケート集計

３．何で知りましたか。(複数回答）
35人

① チラシ（北海道新聞折込み） 4人 11.4%

② 掲示ポスター 6人 17.1%

③ 天使大学からの郵便物（ダイレクトメール） 16人 45.7%

④ 新聞掲載 1人 2.9%

⑤ 広報誌（道民カレッジ等） 5人 14.3%

⑥ ホームページ 0人 0.0%

⑦ その他 3人 8.6%

無回答 0人 0.0%

35人 100.0%

※その他内訳…知人に誘われた、某教会の広報誌に掲載、記入なし

４．ご参加の動機をお聞かせください。（複数回答）

① テーマに興味があったので 19人 39.6%

② 講師陣に魅力を感じて 2人 4.2%

③ ２大学連携の公開講座だから 8人 16.7%

④ 通いやすい会場だから 8人 16.7%

⑤ 参加しやすい開講時間帯であるため 9人 18.8%

⑥ その他 2人 4.2%

無回答 0人 0.0%

48人 100.0%
※その他内訳…これまでの受講経験からの“ナレ”かも、どんなことでも勉強してみようと思って。

５．今年度の公開講座について感想をお聞かせください。

合　計

合　計

無回答, 1名, 3%

よい, 19名, 68%

普通, 8名, 29%

5.1)全体テーマについて

無回答, 4名, 14%

よい, 24名, 86%

5.2)回数について
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2019年度天使大学・北海道科学大学連携公開講座 ◆受講申込者数について 

受講申込者数の推移について（過去 5年） 

年度 2015 2016 2017 2018 2019 

申込

者数 
92 

87 

（-5） 

65 

（-22） 

50 

（-15） 

46 

（-4） 

新規 

申込

者数 

15 

（16.3%） 

24 

（27.6%） 

7 

（10.8%） 

14 

（28.0%） 

11 

（23.9%） 

※申込者数の（ ）は、前年比

※新規申込者数の（ ）は、全体に占める新規申込者数の割合
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

６． 社会貢献 

担 当：ヘルスケア実践開発プロジェクト  

本年度の活動目標 

１．地域のライフステージ支援事業への協力 

２．子育て支援の企画・運営 

３．認知症サポーター養成事業の企画・運営 

４．地域住民への食育等の企画および実施 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準９ 社会連携・社会貢献 ② 

活動内容の評価 

１．ライフステージ支援事業 

 「ママへのごほうびフェスタ 2019 inアリオ札幌」（５月 25日（土））に於いて、

本学ボランティア学生延べ 19名の協力の下、天使大学特設ブースイベントを開

催。「音楽にあわせて楽しくおどりましょう」では延べ 60名、「折り紙でフルーツ

をつくろう」では参延べ 120名の親子が参加し、好評を得た。 

 東区北光町内会と協力し、栄養学科ボランティア学生が、東区北光地区の独居高齢

者のお宅３軒にクリスマスケーキを届けた。 

 札幌市介護予防事業の一環として、高齢者が要介護状態へ移行するのを防ぐために

実施している、「すこやか倶楽部」（３月５日、６日、東区介護予防センターなえぼ

担当）への協力を予定していたが、新型コロナウィルス感染症の市中感染のため、

開催中止となった。 

２．子育て支援の企画・運営 

 子育て支援事業として、産後１ヵ月～６ヶ月頃までのお母様と赤ちゃんを対象にし

た「子育てサロン」を３月 20日に予定していたが、新型コロナウィルス感染症の

市中感染のため、開催を中止した。 

３．認知症サポーター養成事業の企画・運営 

 2020年１月 21日に、札幌市東区第一地域包括支援センター 寺島 ゆかり 様、福

重 みき江様を講師に迎え、様認知症サポーター養成講座を開催し、看護学科 18名

（３年生）、栄養学科 41名（２年生 19名、３年生 22名）、教員２名が参加した。 

 

次年度への課題 

ヘルスケア実践開発プロジェクトがこれまで実施してきた事業は、本学学部・研究科の目的

及び教育方針に示された、「地域社会への貢献」、「地域社会との連携」、「地域社会に貢献で

きる専門職業人の育成」に沿ったものであり、今後の地域共生社会に貢献できる人材を育成し

ていく上でも継続が望ましいと考える。 

しかし、プロジェクトとしての目的は既に達成しており、本年度をもって終了とし、今後の事業

継続を地域連携等委員会に移管する予定。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

６．社会貢献 

担 当：教務委員会（社会貢献） 

本年度の活動目標 

１．地域の女性や母子の健康推進や子育て支援に関する事業に協力する。（継続） 

２．助産ケアおよび看護ケアの質の向上と安全への事業に協力する。（継続） 

（日本助産評価機構） 

基準：社旗貢献 

 

活動内容の評価 

１．地域の女性や母子の健康推進や子育て支援に関する事業に協力する。 

  １）本学ヘルスケア開発実践プロジェクトで、「子育てサロン」の開催。 

    （教授１名、院生 10名が参加） 

  ２）講義依頼を受けた市内の高等学校で「性教育授業」３回、実施 

    （教授２名、助教１名、院生４名） 

  ３）学内において、近隣の妊婦・パートナーを対象に「出産準備教育」「育児教

室」を３回実施した。 

    （教授２名、講師１名、院生 13名） 

 

２．助産ケアおよび看護ケアの質の向上と安全への事業に協力する。 

  １）一般社団法人北海道助産師会の会長、副会長、委員として会の活動の企画・

運営への参画 

    （教授２名、助教１名） 

  ２）北海道思春期研究会の幹事として活動の企画運営に参画 （教授２名） 

  ３）全国助産師教育協議会の組織強化委員として、助産師教育の発展・向上のた

めの活動に参画（教授１名） 

  ４）日本災害看護学会の委員として運営に参画（教授１名） 

 

 

次年度への課題 

１．地域の女性や母子の健康推進や子育て支援に関する事業に協力する。（継続） 

２．助産ケアおよび看護ケアの質の向上と安全への事業に協力する。（継続） 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

７．国際交流 

担 当：  国際交流委員会   

本年度の活動目標 

１．ASEACCU（東アジア及び東南アジアカトリック大学連盟）に加盟し、韓国で開催さ

れる国際会議に参加して、交流を図る。 

２．韓国カトリック大学校を訪問し、交流の推進を図る。 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準９ 社会連携・社会貢献① ② ③ 

 

活動内容の評価 

１．韓国ソウルの西江大学（Sogang University）で開催の ASEACCU国際会議（東アジ

ア及び東南アジアカトリック大学連盟）に、教員２名と、事務１名が参加した。 

  総会で、新規加盟大学についての審議があり、本学の加盟が承認された。また、

新年度の日本の代表校は、上智大学に依頼することとなった。 

スケジュール上、教職員は他大学の教職員と話をする機会はほぼなく、具体的な

連携に繋げるのは難しいと感じた。 

今後の ASEACCU国際会議の参加については、プログラムの内容によって総会開催

日のみの参加、他大学の教職員との交流時間の確保など、日数を調整し、参加者を

教職員のみとするか学生を同伴するかについても検討する。 

 

２．韓国カトリック大学校を訪問し、副学長及び総務課長と意見交換した。 

  大学間の交流締結の際に個々の研究者の相互交流の必要があることが韓国カトリ

ック大学校より言及された。共同研究に興味がある教員は、共同研究の対象となる

教員と事前にメール等で情報交換して次回以降の ASEACCU国際会議に参加し、時間

を工夫して直接、研究について相談した方がよいのではないかと考えられる。これ

までの交流から、看護については看護倫理、栄養については減塩等が共通の課題と

して挙げられる。 

まずは、本学教員が求める交流内容や予算について、より詳細に検討、方針を固

めたうえで交渉する必要がある。 

次年度への課題 

１．ASEACCU国際会議に本学学生を参加させるのであれば、事前に英語のトレーニング

の準備と引率教員が必要である。 

２．韓国カトリック大学校との連携について、日本と韓国で共同研究が可能と考えら

れる研究について各学科から提案し、本委員会で検討する。 

３.本学学生サークルのＰＥＣ（フィリピン支援サークル）の活動について、現状を確

認・情報収集をし、大学として支援できることがあれば実施する。 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

７．国際交流 

担 当：教務委員会（国際交流） 

本年度の活動目標 

 

１．国際助産実習の円滑な実施（実習先の検討と確保） 

 

（日本助産評価機構） 

 

活動内容の評価 

１．国際助産実習の円滑な実施 

１）実習先の検討と確保 

 近藤客員教授がベトナム助産師会開設に寄与した関係で、ベトナム、フエ市に訪問

し、ベトナム助産師会会長のHahn氏より実習受け入れの申し入れがあり、国際助産学

実習を決定した。 

２）国際助産学実習の実施 

  国際助産学実習選択院生２名と引率助教１名が、８月 27日、成田空港を出発し、

ベトナム、ハノイ市に到着。２日目、体調調整で休日。３日目ハノイ国立母子病院

見学。この日、台風の影響でフライト、キャンセルになる。４日目の午後にフエ市

に到着。５日目フエ中央病院終日見学。６日目休日。７日目フエ医療大学病院で実

習（病棟見学、帝王切開術見学）８日目午前中、ＶＡＭクリニックスタッフの家庭

訪問に同行。午後、ＶＡＭクリニック見学。９日目ＮＡＭ ＤＯＮＧ地区ヘルスセン

ター助産師との交流。10日目午前中、フエ医療短期大学訪問するも、学生夏休みで

交流中止。午後、ＶＡＭクリニックで、企業で働く女性対象の性教育見学。11日目

フエを出発、ハノイ経由で 12日目成田空港へ無事到着。台風直撃で１泊足止めにな

ったり、予定と実際は違う内容もあったが、院生、教員共、健康に帰国できた。初

めて社会主義国の実習であり、国民の価値観の相違や、経済状況の違い等も大きな

学びとなった。 

  ベトナムにおける実習は、コミュニケーション問題（準備に関するやり取りに時

間がかかった）、価値観等、両者の理解を深めるためには時間を要する課題も出現し

た。予定スケジュールが、当日、変更またはチャンセルになることもあった。 

  次年度は、通訳、アクセス、スケジュールの確実性等を勘案し、スタディツアー

を利用し、評価をして、どちらの方法が、実習目的、目標を達成しやすいか検討す

る。 

次年度への課題 

 

１．国際助産実習の円滑な実施 

 １）スタディツアーの―活用。（カンボジア） 
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2019 年度 自己点検・評価報告書 

８．学生生活 

担 当： 学生委員会   

本年度の活動目標 

１．「学生の事件・事故」、「海外研修」に関する危機管理個別マニュアルを改訂する。 

２．2018年度策定した「学生の懲戒処分の標準ガイドライン」を学生に周知させ、学生

の不法行為・非行の抑止を図る。 

３．新棟建設の影響により初めて外部施設（札幌市民ホール）で行う「合唱コンクール」

を、過誤なく実施・運営する。 

４．新棟建設の影響で使用施設が大きく制限される「天使祭」が、少しでも例年と比べ

見劣りしないものとなるよう、学生をサポートする。 

５．本学が設定した「海外研修の目的」と「学生のニーズ」に適った海外研修を企画し、

最少催行人数をクリアするとともに、参加学生からの高い満足度を得る。 

６．キャンパス整備計画の推進にともなう「使用可能施設の減少」、「建設工事の騒

音」等による学生への影響をヒアリング等で把握し、学生生活の質の低下を軽減

するよう努める。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準７ 学生支援 ①～③ 

活動内容の評価 

１. 危機管理「基本マニュアル」に則り、「学生に関する事件・事故・不祥事等 危機管

理個別マニュアル（以下「学生関連個別マニュアル」という。）」を策定した。また、

「基本マニュアル」、「学生関連個別マニュアル」を元に、「海外研修旅行 危機対応

マニュアル」を改訂した。今後は、急病・外傷・傷害、交通事故、不審者との遭遇

等「事例ごとの対応」を、優先度の高いものから順次整備する。 

２. 「学生の懲戒処分の標準ガイドライン」を、学生生活ガイドブックに掲載した。学

生生活ガイドブックは、１年次生に対しては冊子で配布し、２～４年次生に対して

は webサイト上で閲覧できるようにした。また、１年次生対象のアッセンブリー・

アワー「学生生活で大切なこと（４月 16日実施）」において、「学生の懲戒処分の標

準ガイドライン」について口頭で説明した。2019年度、懲戒処分対象者はいなかっ

た。 

３. 合唱コンクールは初めて「外部施設（札幌市民ホール）」で実施し、運営は概ねスム

ーズに進んだ。座席数の多さを活かし、「保護者」の観覧を認めた結果、40 名程度

（一部教職員も含む）の方が当日観覧した。次年度は新棟５階の体育館で実施する

予定であり、スペース的に保護者席を設けることが難しいので、保護者等のみが視

聴できる「LIVE配信」を復活する予定である。 

４. 今年度の天使祭は、新棟建設の影響で今まで模擬店場所として使用していた「マリ

アホール」、前・後夜祭・健康チェック等で使用していた「体育館」が解体されるな

ど、大きく制限された環境下での実施となった。しかし、今まで前・後夜祭で行っ

ていた「芸能人ステージ」、「抽選会」を合唱コンクール終了後に「天使祭＋（プラ

ス）」という新イベントを立ち上げて実施し、「たなぼた企画（学生にお菓子をばら

まくイベント）」を体育祭の際に行うなど、葦の会役員の創意工夫により、例年と比

べて遜色のない天使祭となった。また、「正面玄関駐車場への模擬店ブースの設置」、

「北大祭と連携した割引クーポン企画」、「インスタライブによる表彰結果発表」、

「トラスゲートの設置」など、葦の会役員のアイディアと実行力は目を見張るもの

があった。今年度の天使祭は、北大祭と日程が重なった影響を受け、例年と比べ来

場者が減少した印象がある（正確な来場者数を把握できず）。 

５. 海外研修は最少催行人数に達するよう、学生からのアンケート結果を十分ふまえて

渡航先・プログラムを決定したのはもちろんのこと、今まで添乗員の旅行代金を参

加学生が按分負担していたものを学生委員会予算から支出するなど、旅行代金を抑

えるためにあらゆる手を尽くした。その結果、参加人数が「21名」と最少催行人数

（15名）を超え、2020年３月７日（土）から９日間、オーストラリア ゴールドコ

ースト等へ渡航する予定である。しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が

北海道をはじめ日本各地で続き、参加学生、帯同教職員、オーストラリアのホスト

ファミリーをはじめとする現地の方の感染リスクを回避して実施することは困難

であると判断し、教育研究評議会で催行中止が決定された。 
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６. 2019年７月、看護・栄養学科１～３次生に対し「学生生活・キャンパス整備につい

てのアンケ―ト」を行うことで新棟建設工事による学生への影響をヒアリングし、

その要望を元に「看護学科女子ロッカールームのカーテンの新調」、「男子ロッカー

室への扇風機の設置」等、対応可能なものは即時改善した。 

７. その他、「本年度の活動目標」には掲げていなかったが、以下のことに取り組んだ。 

〇「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」が施行され、障害を理由とす

る不当な差別的取扱いの禁止や合理的配慮の提供が私立大学において努力義務と

され、一定の取組が求められることとなったため、障害学生支援基本方針、障害学

生支援規程等を整備した。 

〇「個人情報等使用に関する同意書」の新設に着手した。 

次年度への課題 

１．「学生関連個別マニュアル」の「事例ごとの対応」を、優先度の高いものから順次整

備する。 

２． 「2020年度 天使祭」は新棟完成や中庭整備の影響で、初めて天使祭の会場として

使用する場所が多くあることから、新しい場所の有効活用のアドバイス、音響等設

備使用のレクチャー等、学生が過誤なく天使祭を実施・運営できるようにサポート

する。また、引き続き４号館１・２階改修工事が開始されることにともない、「使用

施設の制限」、「建設工事の騒音」等により、学生生活の質が低減しないように努め

る。 

３．「2020年度 学生生活についての調査（生活実態調査・満足度調査）」の実施に向け、

質問項目の精査、調査方法・委託業者の検討を行う（調査は 2021年１～３月にかけ

て行い、その集計、評価・分析は 2021年度に行う予定）。 
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８．学生生活 

担 当：キャンパス・ハラスメント対策委員会 

本年度の活動目標 

キャンパスにおける人権意識を成熟させ、大学生活環境を快適なものとするため、

ハラスメント問題について啓発・点検・支援・問題解決を行う。 

 

１．新入学生を対象としたハラスメントに対する理解を深めるための講演会を開催す

る。 

２．言葉やコミュニケーションによって引き起こされる恐れのあるハラスメントに対

する知識を深めるため、講演会を開催する。 

３．新入生ガイダンス時にガイドラインを配付し、説明を行う。 

４．防止のためのポスターを掲示し、全学的な啓発活動を行う。 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準７ ②および③ 

 

活動内容の評価 

１．新入学生を対象に、キャンパス・ハラスメントに関する講演会を開催した。 

参加率 

  在学数 参加者 
2019年度の 

参加率 

2018年度の 

参加率 

看護学科 97 88 91% 69% 

栄養学科 89 61 69% 54% 

合計 186 149 80% 61% 

学生掲示板への開催通知掲示や T-NAVIでの掲示及びメール配信を行い、参加を募っ

た。また、指導教員からの声掛けによって、参加率は全体で 80％と、前年度の 61％を

上回ることができた。次年度も、引き続き参加率を上げるための周知方法について、

検討・改善を行う。 

 

２．言葉やコミュニケーションによって引き起こされる恐れのあるハラスメントにつ

いて、知識を深めるための講演会を、両学科３年生を対象に開催した。 

  参加率 

  在学数 参加者 
2019年度の 

参加率 

2018年度の 

参加率 

看護学科 93 56 60% 22% 

栄養学科 89 62 70% 13% 

合計 182 118 65% 17% 

2018年度の参加率が非常に悪かったことから、2019年度は改善に向けて、タイトル

を変更し、内容も一部変更した。その結果、参加率が 65％と大きく改善された。 

 

 助産研究科については、実習のため参加できなかった。 

 

３．新入生ガイダンス時にガイドライン配付と説明を行う計画について、2018年度に

改正された規程の内容をガイドラインへの反映が間に合わなかったため、実施しな

かった。次年度、新規程の内容を反映したガイドラインを作成し、T-NAVIで配信す
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る。 

 

４．啓発活動について、防止のためのポスター掲示などは実施しなかった。ポスター

掲示が効果的か検討し、効果的な啓発活動を行う。 

 

５．学生間ハラスメントの相談が１件あり、天使大学キャンパス・ハラスメントの防

止等に関する規程の定めるとおり対応した。 

次年度への課題 

１．新入生および在学生に対して、学生が安心した学生生活を送れるように、ハラス

メントに対する知識を深めるため、講習会等を実施する。 

２．新規程の内容が反映されたガイドラインを作成し、学生に周知する。 

３．より効果的な啓発活動について検討し、ハラスメントに対する啓発活動を行う。 
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８．学生生活 

担 当：宗務委員会  

本年度の活動目標 

１．キリスト教的精神に基づく人間の育成を図る。 

２．カトリックの精神に基づく宗教的行事を企画運営する。 

３．カトリックの精神に基づく宗教的環境を整備する。 

４．カトリックの精神に基づく研修会へ参加する。 

５．カトリックセンターとの連携を図る。 

６．アッセンブリー・アワーの日程を調整する。 

７．2019年度カトリック医療関連学生セミナーに学生の参加を促す。 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準１ ①～③ 

活動内容の評価 

１．キリスト教的精神に基づく人間の育成を図る。 

  天使大学の理念である「愛をとおして真理へ」を実践するために様々な宗教的行事

の企画、運営を行った。 

２．カトリックの精神に基づく宗教的行事を企画運営する。 

 １）学生および教職員を対象とする宗教的行事を実施した。 

①イースターの集いの企画運営をした。 参加者：337名（出席率 41.6%） 

②クリスマスの集いの企画運営をした。 参加者：215名（出席率 26.7％） 

  ③卒業・修了感謝のミサを企画したが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた

め中止した。 

  ④毎週のミサ（聖母マリアの戴冠式・新年ミサも含む）の企画運営を行った。 

  ⑤その他の宗教的行事（灰の儀式・クリスマス点灯式等）の企画運営を行った。 

※イースターの集い、クリスマスの集いは、体育館が建設中で使用することができ

なかったためカトリック北 11条教会で学科別に２回に分けて実施した。 

 ２）学生を対象とする宗教的行事を実施した。 

  ①チャペルアワーでケン神父が聖書について講話を行った。 

  ②学生修養会でケン神父が講話、祈り、ミサの部分を担当した。 

  ③アッセンブリー・アワーでケン神父が宗務関連の講話を行った。 

２年次生：フランシスコについて 

３年次生：マザーテレサについて 

４年次生：天使について 

 ３）教職員を対象とする宗教的行事を実施した。 

①教職員修養会のミサの役割者を決め依頼し、当日の運営を行った。 

 参加者：87名（出席率 71.9%） 

 アンケートの結果では、大変よい 37.1%、よい 25.7％、普通 28.6％、悪い 8.6％

であった。 

②退職される教職員への感謝のミサを企画したが、新型コロナウイルス感染症の 

拡大防止のため中止した。 

  ※上記の宗教的行事を実施するにあたり、掲示板や T-NAVIなどを利用し、行事の

目的や内容などの周知をはかり、学生や教職員の参加を促した。 

３．カトリック精神に基づく宗教的環境を整備する。 

毎週のミサを実施するにあたり、チャペルに毎週火曜日、生花を飾った（四旬節中

は除く）。 

クリスマスに向けてチャペル、学生・正面玄関にクリスマスツリー、学生玄関エン

トランスに馬小屋、屋外のモミの木にイルミネーションを設置した。 
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クリスマスキャロルをお昼休みに流し、クリスマスに向けての雰囲気づくりを行っ

た。 

４．カトリックの精神に基づく研究会へ参加する。 

今年度は、他の業務と時期が重なり研究会へ参加することは出来なかった。 

５．カトリックセンターとの連携を図る。 

  カトリックセンターと連携し教職員修養会のミサの役割者を決め依頼し、当日の運

営を行った。 

６．アッセンブリー・アワーの日程を調整する。 

各学科、学生支援教員、各委員会等の希望を伺い日程を調整した。  

  今年度は、アッセンブリー・アワーの在り方や実施方法について検討した。 

  2020年度は、曜日を月曜日に変更し、13：10～14：40（90分）で実施することと

なった。 

７．2019年度カトリック医療関連学生セミナーに学生の参加を促す。 

  ポスターや T-NAVIなどを利用し周知したが、日程（８月２日(金)～３日(土)）が

定期試験のすぐ後で準備時間が取れなかったことや開催場所が長崎県で遠かったこ

となどから参加希望者はいなかった。 

次年度への課題 

１．カトリックの精神を涵養する宗教的行事について、掲示板や T-NAVIなどを利用し、

行事の目的や内容などの周知を行い、学生の参加率を上げる。 

２．アッセンブリー・アワーの曜日や時間を変更したことによる評価を実施し、改善す

べき点があった場合は、再検討する。 

３. カトリックの精神を涵養する研究会等へ積極的に参加する。 

４．2020年度カトリック医療関連学生セミナーについてポスターや T-NAVIを利用し学

生の参加を促す。 

５．新型コロナウイルス感染症の発症状況をふまえ、宗教的行事の実施方法等について

検討する。 
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９．就職支援 

担 当：就職委員会  

本年度の活動目標 

１．就職ガイダンス・セミナーの企画・実施 

２．就職活動に関する支援活動 

３．求人開拓の実施 

４．教職課程(栄養教諭)履修者への就職支援 

５．就職相談室の環境整備 

６．就職状況調査の実施、分析・評価 

７．就職に関する情報交換及び最新情報収集 

８．既卒者、卒業・修了生に対する就職支援 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準７ ①～③ 

 

活動内容の評価 

１．就職ガイダンス・セミナーの企画・実施 

１）就職ガイダンス・セミナーの企画・実施 

各学科学年の就職活動時期に合わせガイダンス・セミナーを企画し実施した。 

今年度も両学科２年次生に「就活スタート講座Ⅰ」を実施した。就職相談室の利用

方法、就活スケジュール等に加え、ビジネスマナー（手紙・メールの書き方、電話の

かけ方）についてガイダンスを実施した。174名（看護 87名、栄養 87名、参加率 88.3％）

が参加し、アンケート結果も好評であった。（前年度 130 名(看護 80 名、栄養 50 名、

参加率 73.4％)） 

２月下旬～３月上旬に実施予定だった希望者制の模擬面接セミナー、履歴書・エン

トリーシートの書き方、SPI系対策講座、時事問題対策講座は、新型コロナウイルス

感染拡大防止対策のため中止にした。 

２）学内企業説明会の企画・開催 

栄養学科３･４年次生対象に学内企業説明会を 12回（20社）開催し、延べ 311名

の学生が参加した。新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、２月下旬、３月下

旬に実施予定だった５回（14社）分は中止にした。（前年度 15回(35社) 延べ 375

名） 

２．就職活動に関する支援活動 

１）内定率について（５月 25日時点） 

看護学科 100.0％(前年度 100％)、栄養学科 100.0％(前年度 100％)  

公務員栄養士職は、厚生労働省医薬（生活衛生局食品衛生監視員）に１名、北海道

庁（食品衛生監視員）に１名、自治体（市町村）に１名合格した。試験前日まで複数

回にわたり面接練習を行い合格につなげた。札幌市は、一次合格者が４名あったが、

募集枠が３名だったこともあり合格には至らなかった。 

２）就職相談員による個人面談・面接演習・履歴書添削等、就職活動全般の支援 

個人面談：126回 面接演習：291回 履歴書添削：218回 

就職活動最終段階まで様々な就職支援を行い内定につなげた。 

３）札幌新卒応援ハローワークによる模擬面接演習 

学内で学卒ジョブサポーターによる模擬面接演習（１日２名まで、１人 30分）を

38回実施し、延べ 58名の学生が参加した。新型コロナウイルス感染拡大防止対策の

ため、３月に実施予定だった５回（10名）分は中止にした。 

３．求人開拓の実施 

学生のニーズに応じられよう、栄養学科実習施設や企業、病院等に求人依頼のパン
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フレットを配布し、新規開拓に努めた。合同企業・病院説明会に足を運び、採用担当

者、看護部長等に採用の御礼、現況の確認を兼ねて、今後の求人依頼も行った。 

４．教職課程(栄養教諭)履修者への就職支援 

教職課程委員会と連携し支援を行った。教職課程担当教員等が出題傾向等の分析を

行い、試験対策等のガイダンスを実施した。北海道教育委員会選考検査「栄養教諭」

の採用登録者は、８名(一次合格者９名受験中)であった（全採用登録者 19名）。 

 卒業生採用登録者２名を含めると 10名となり、全採用登録者数の半数以上を本学

の学生が占めた。 

５．就職相談室の環境整備 

  第２期工事（４号館改修）により、就職相談室が４号館１階に移動するため、就職

関連書籍、企業パンフレット等の資料の整理を行った。 

６．就職状況調査（離職調査）の実施、分析・評価 

１）調査の実施、分析・評価 

2018年度卒業・修了生 189名（看護 87名、栄養 81名、助産 15名、看栄研６名）

を対象に就職状況調査（2019年 12月～2020年１月末）を実施した。全体の回答率

41.7％（前年度 41.1％）であった。今年度は、回答率を上げるため、本学ホームペ

ージの公式 Facebookを利用し調査の周知を行った。前年度と比較すると 0.6％では

あるが回答率が上がった。今後、調査結果を分析し就職活動支援に役立てる。 

７．就職・採用状況等に関する情報交換及び最新情報収集 

１）病院・施設・企業等との情報交換 

  採用担当者と面談し、採用状況、卒業生の状況等について把握し、情報交換を行っ

た。病院・施設・企業等求人訪問面談数：78回 

  今年度から GAKUENシステムの訪問記録機能を利用し、面談内容、卒業生の活躍状

況、奨学金等の情報を入力し、情報共有ができるように体制を整えた。 

２）他大学との情報交換 

研修会、意見交換会等に積極的に参加し、就職担当者と内定状況等について情報交

換を行った。 

３）就職情報会社との情報交換 

就職情報会社等から採用状況等の情報収集を行い、情報交換を行った。 

４)学生への情報提供 

病院・施設・企業、他大学、就職情報会社等から得た就職活動に関する最新情報を

就職ガイダンス等で学生に提供した。 

８．既卒者、卒業・修了生に対する就職支援 

既卒者、卒業・修了生に対し、求人情報の提供等の就職支援を行った。 

  求職登録者数：37名 就職支援数：15名 内定者数：６名 

 

次年度への課題 

１．新規就職セミナーの企画と就職セミナーの参加率の向上 

学生からの問い合わせの多いビジネスマナー（手紙・メールの書き方、面接時のコ

ートのたたみ方等）講座やグループディスカッション講座等を６月上旬から実施す

る。開催日の１週間前に再度、案内を T-NAVIで周知し、参加率を向上させる。 

２．就職相談室を利用しない学生への積極的就職支援 

４年次の 11月末までに一度も就職相談室を利用していない学生を対象に面談を実

施し、就職活動状況の把握を行い、希望する就職先への内定につなげる。 

３．就職状況調査（離職調査）の回答率の向上 

在学中に卒業後「就職状況調査」を実施することについて説明を行い、回答の協力

を求める。また、回答率を上げるための新たな周知方法について検討する。 
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次年度の調査に向けて、調査内容について検討する。 

４．就職相談室の環境整備 

  新しい就職相談室（４号館１階６月末移動）には、窓がないため、学生に圧迫感を

与えないように机や書棚等の配色や配置を工夫し、学生が相談しやすい環境を整え

る。 

５．新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、就職支援セミナー・学内企業説明

会を中止したことによる新４年次生の就職支援方法等について検討する。また、全学

生に対する就職支援セミナーの実施方法、就職支援方法等について検討する。 
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10．図書館 

担 当： 図書情報委員会   

本年度の活動目標 

１．図書館の利用動向の把握及びそれに基づく利用環境改善案の立案・実施 

２．文献検索ガイダンスを受けていない学生への対応策の検討  

３．過年度登録研究費図書等の除籍・廃棄の実施及び資産管理としての蔵書管理の徹底 

４．新図書館への移設計画の立案及び円滑な実施 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準 8 ③ 

 

活動内容の評価 

１．利用者の利用状況を把握し、実習期間に対応した開館時間の延長や開館日の増設

を行った。また、新棟建築に伴う作業のため、開館日数の削減や開館時間の短縮

が、やむを得ず行われたが、これに先立ち、貸出期間を長期に延長し，利用者の不

便さ解消に努めた。 

２．図書館の企画及び学科の要望に応じ、年度内に複数回、文献検索ガイダンスを実

施した。看護学科３年次については、４年次の事例研究前に行い、欠席者はわずか

に２名であった。 

  また、個人情報保護などの観点から、情報リテラシーに関するガイダンスを実施

し、実習前にどのようなことに注意し、配慮すべきか、学生一人一人が判断できる

機会をもった。 

３．図書館の新棟移転に伴い、過年度登録研究費図書等の除籍・廃棄等を実施し、資

産としての蔵書管理の徹底を図った。従来冊子で購入していた年鑑・白書類につい

ては、概ねデータで検索利用できるように改め、利用の便を図ることができた。 

４．キャンパス整備委員会やフロア担当職員によって、業者と綿密な打合せが行われ、

状況に応じて調整を行い、新棟移転の準備が整いつつある。 

今後は、移転後のサービスや利用方法を分かりやすくお知らせできるように進め

ていくことを次の目標としている。 

 

 

次年度への課題 

１．図書館が新しくなり、またラーニングコモンズが新設されることから、学生のア

クティブ・ラーニングが実践される環境づくりを進めるとともに、本学の建学の精神

を生かした活用法を編み出してゆきたい。 

２．施設面での環境整備が引き続き行われるため、よりよいスペースとなるよう、全  

学をあげて、協力体制をとることとしたい。 

３．学科・科・研究科と連携し、図書館のさらなる活用方法を考え、実践していく。 
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11．情報処理システム 

担 当： 図書情報委員会   

本年度の活動目標 

１．サーバシステム、学内 LAN、無線 LAN環境、図書館貸出用パソコンの整備・維持 

管理 

２．情報処理室、無線 LAN環境の利用促進 

３．学内 LAN掲示板のブラッシュアップ、掲載情報の充実 

４．遠隔地実習、大学院講義、講習会等の実施を支援する LiveOnシステムの活用促進 

５．情報セキュリティに関する情報収集と危機管理の強化 

６．新棟建設に伴うサーバー室移設に係る実施計画の立案 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

 

 

活動内容の評価 

１．Windows7のサポート終了(2020年１月 14日)について、未対応となっていた 8205

院生学習室、教職員の PCの一部について、其々2019年９月と 2019年 12月～2020

年１月で入替えを実施し、適切な利用環境を維持管理している。 

２．情報処理室、無線 LAN環境の利用促進 

 （１）情報処理室活用ガイダンスについて 

例年、新入生向けに実施している情報処理室利用ガイダンスに加えて、アッセ

ンブリアワーにて情報処理室活用ガイダンスを実施した。主に、問い合わせの多

いレポートの書式設定や印刷設定方法をレクチャーした。次年度も引き続き行

い、効果を検証していく。 

 （２）USB忘れ物の減少 

昨年度８月にフロント USBタイプの PCに入れ替えたことにより、１ヶ月あたり

の忘れ物が 7.7件から 1.8件に減少した。次期 PC入替においても、視認性は考慮

すべき点と捉えている。 

３．主要な会議や出張、休暇予定等の個人スケジュールの情報は各課室の担当者が登

録を行うようになり、掲載情報が充実した。 

４．今年度の遠隔地実習、大学院講義、講習会等における本システムの講義利用はな

かった。 

５．情報セキュリティに関する情報収集と危機管理の強化 

 （１）危機管理マニュアル(システム障害、ウイルス感染等)について 

先に提示された災害危機管理マニュアルに合わせた記載形態に則り、作成を行

った。しかし責任者の対応基準・連携先等をより明確にとの指示があり、現在検

討を継続している。 

 （２）教員用共有フォルダの活用 

   かねてより教員から要望のあった、教員用共有フォルダの運用を試験的に開始

し、概ね利用されている。各学科、研究科及び関係教員ごとにアクセス権が分か

れたフォルダ構成となっており、セキュリティ管理の促進に繋がっていると捉え

ている。 

 （３）印刷用紙回収ボックスの設置 

   情報処理室では以前より、印刷物の放置が多発しており、中には個人情報が記

載されているものも存在していた。今年度後期より、印刷物回収ボックスを設置

したことにより、印刷物の放置が大幅に減少した。 

６．新棟建設に伴うサーバー室移設に係る実施計画の立案 

年度内の移設は各業務に影響が大きいことから、最も影響の無い、次年度８月の

一斉休暇にサーバー室移設を実施するよう調整を行うこととした。 
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８月のサーバー室移設を念頭にサーバー室へのラック設置や３月末迄に新棟のネ

ットワーク環境を構築するとともに、移設時の実施計画を纏め、関係部署と調整を

進める。年度末までの部位は予定通り進捗している。 

 

次年度への課題 

１．サーバシステム、学内 LAN、無線 LAN環境、図書館貸出用パソコンの整備・維持 

管理 

２．新棟建設に伴うサーバー室移設 

３．学内ネットワークの強化 

４．学内 LAN掲示板のブラッシュアップ、掲載情報の充実 

５．教職員、学生への情報セキュリティ対策の啓蒙 
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12．施設・設備 

担 当：財務室  

本年度の活動目標 

１．遅滞なく新校舎の竣工を迎えるために施工業者との綿密な打ち合わせ 

２．新校舎完成に伴う什器備品の配置および円滑な引越し作業 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準８ 教育研究等環境②、⑥ 

活動内容の評価 

１．当初の予定通り、2020年２月末に新棟（２号館）の竣工を迎えることとなった。

施工業者（清水建設）とは月２回の現場定例会議と全体定例会議の他に、随時、

財務室と清水建設で打ち合わせを行っており、ここまで学生や教職員に事故もな

く、安全に留意して工事を行ってきた。 

今後は、キャンパス整備Ⅱ期工事として、４月から既存棟（４号館）改修工事お

よび外構工事（中庭整備・外周フェンス・駐輪場設置）が始まるため、2020年２

月より引き続き清水建設と定例会議を行う。 

２．2020年２月末の新棟竣工に合わせて、既存棟（４号館）から図書館機能と栄養学

科の実験室機能が新棟に移動する。また、新棟建設に先駆けて解体した体育館や

旧２号館にあった什器備品も、新棟に移すため、３月に引越し作業を行うが、引

越し作業を３業者が行うため、円滑に引越し作業が進むよう打ち合わせしてい

る。 

また、新棟の本稼働は 2020年４月だが、３月に行われるの卒業式のみ、新棟５階

の体育館で実施するため、引越し作業を中断しなければならないが、４月からの

授業に向けて遅滞なく、安全に引越しを行っていく。 

 

 

次年度への課題 

１．新棟（２号館）の竣工、既存棟（４号館）の改修後も、中期施設整備計画に基づ

き、既存棟における建物や設備の老朽化に伴う改修工事や機器の更新工事を引き

続き行っていく。 

２．新棟（２号館）の竣工に伴って、水光熱費の上昇が考えられるが、費用の推移を

見ながら、契約についても見直していく。 
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13．管理運営 

担 当：事務局長  

本年度の活動目標 

１．学長のリーダーシップを支えるために設置された副学長は、特命事項である「大学

院看護栄養学研究科看護学専攻博士後期課程の設置」の責任者として文部科学省への

対応に取り組む。 

２．大学の理念・目的、大学の将来を見据えた中期計画を策定する。 

 
 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準 10 大学運営・財務－（１）大学運営－①、② 

 

活動内容の評価 

 

１．2019年３月に文部科学省に申請した「大学院看護栄養学研究科看護学専攻博士後期

課程の設置」については、同省から多くの課題が出され、学内で検討した結果７月に

取り下げることとなった。 

十分な準備ができなかったことを踏まえ、改めて申請に向けた課題の解決等に全学

で取り組む必要がある。 

 

２．2018年度の大学基準協会の認証評価結果報告書の「基準１ 理念・目的」の③にお

いて「今後は、「戦略体系図（ＴＰ7020）」に基づき策定された「将来構想の策定に当

たっての基本的な考え方」「５本の決議事項」及びそれを実行するための「年度別計画

案」の内容を総括し、中・長期計画として明文化して公表することが望まれる。」との

意見を付されたところである。このため、2019年度当初から上記意見を踏まえて中期

計画の検討に着手したところ、同年６月の私立学校法の改正が学校法人に義務付けら

れ、2020年４月から施行されることとなった。 

  このため、私学法改正の趣旨に沿って認証評価結果を踏まえた中期計画の策定を進

め、来年３月の理事会で決定し、2020年４月からスタートさせる予定である。 

次年度への課題 

１．副学長は、改めて「大学院看護栄養学研究科看護学専攻博士後期課程の設置」に向

けて取り組むとともに、教学事項について幅広く特命事項を検討する。 

２．2019年度に策定する中期計画に基づき 2020年度に大学運営の方針を策定する。 
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14．財務 

担 当： 財務室   

本年度の活動目標 

１．中期財務計画の立案 

２．学園創立 70周年・大学開学 20周年記念募金活動の推進 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準 10 大学運営・財務（２）財務①、② 

 

活動内容の評価 

１．2018年度に策定した天使学園中期財務計画は、学部の入学定員の変更およびキャ

ンパス整備費用の変更や中期施設整備計画の変更により、中期財務計画を見直し

た。2019年 11月の理事会において中期財務計画は承認され、2019年 12月の教職

員説明会において財務状況を説明した。 

２．学園創立 70周年・大学開学 20周年記念募金は 2019年 12月現在、累計額は 57百

万円弱となり、2019年度は 31百万円弱と、予算額には届かないものの、2018年

度決算と比較すると 1.5倍となった。 

 

 

次年度への課題 

１．収支の大半を占める学納金収入と人件費支出を注視しつつ、キャンパス整備や改

組転換等を踏まえたローリングをしていく。 

２．学園創立 70周年・大学開学 20周年記念募金の最終年度として、引き続き募金事

業の活性化をしていく。 
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15．事務組織 

担 当：事務局長  

本年度の活動目標 

１．大学基準協会からの改善課題に対応するため、専任教職員に必要な知識及び技能を

習得させ、その能力及び資質を向上させるためのＳＤに取り組む。 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準 10 大学運営・財務－（１）大学運営－④、⑤ 

 

活動内容の評価 

 

１．職員の資質向上を図るため、次のとおり私大協北海道支部が主催する事務職員研

修会等に職員を参加させている。 

  事務局長月例研究会のほか初任者研修会、中堅実務者研修会、中堅指導者研修会、

課長職相当者研修会の職階別研修に５人が参加した。 

  また、全国や道支部等の総務・入試・経理・教務・就職・学生生活、図書情報の

担当部門別研究会等にのべ20人が出席し、課題研究や情報共有に努めている。 

 

２ 学内では教職員を対象とした全学的な取組みとして「教職員修養会」を今年度は

ＳＤ研修会の一環として実施した。また、大学の諸課題について教職員が理解する

ための勉強会を研修会に位置づけて実施した。 

さらに、北海道ＦＤ・ＳＤ協議会に加入し、北大で開催された「北海道ＦＤＳＤ

フォーラム2019」に本学の教職員が参加した。 

  学内組織としては、既存のＦＤ委員会を改組してＦＤＳＤを一体として取り組む

こととした。 

次年度への課題 

１．私大協道支部主催の研修は職階等の参加資格があるため、多くの職員を研修に出

席させられないことや、北海道ＦＤＳＤフォーラム2019の本学からの出席者が少な

かったことを踏まえ、次年度は北海道ＦＤＳＤフォーラム等の研修会に多くの教職

員が出席できるよう取り組む 
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16．自己点検・評価活動 

担 当：自己点検評価委員会  

本年度の活動目標 

１．2018年度の大学基準協会による認証評価を受けて明らかになった課題に対する改

善及び改善報告書の作成準備（2022年７月期限） 

２．2018年度の助産評価機構による認証評価を受けて明らかになった課題に対する改

善及び改善報告書の作成準備（2020年６月期限） 

３．天使大学年報及び活動報告会の内容及び時期等の見直し 

４．自己点検評価委員会の役割及び権限を含めたあり方の検討、規程の見直しと改正

案の作成 

 

（大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄） 

基準２ ①、②、③ 

 

活動内容の評価 

１．大学基準協会による認証評価を受けて明らかになった課題に対して、ロードマッ

プを作成し、それに基づき対応している。 

  また、助産評価機構による認証評価を受けて明らかになった課題に対して、助産

研究科が主となり、対応している。 

 

２．天使大学年報を、大学基準協会の評価項目と紐づけるため、2019年度年報様式か

ら「大学基準協会の点検・評価項目の基準番号等記入欄」を追加した。活動報告会

の時期については、検討した結果、例年どおりの時期に開催した。 

 

３．自己点検評価委員会の役割及び権限を明確化するため、「天使大学内部質保証に関

する基本方針」を策定した。 

また、内部質保証を適切に行うため、「天使大学自己点検評価委員会規程」を改正

し、2020年度から施行することとした。 

 

 

 

 

次年度への課題 

１．2018年度の大学基準協会による認証評価を受けて明らかになった課題に対する改

善及び改善報告書の作成準備 

２．2018年度の助産評価機構への改善報告書の提出 

３．内部質保証システムの適切性についての点検・評価の実施と、その結果をもとに

改善・向上に向けた取り組みの実施 

４．天使大学年報及び活動報告会の内容の見直し 
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